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今
年
３０
回
目
に
し
て
、
長
い

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た

『
あ
や
め
杯
民
謡
大
会
』。
そ
の
年

少
の
部
で
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た

の
が
田
中
心
々
音
さ
ん
で
す
。

　

母
親
の
知
人
に
誘
わ
れ
、『
民

謡
小
田
島
会
秋
南
支
部
』
の
稽
古

を
見
学
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、民
謡
を
始
め
た
心
々
音
さ
ん
。

た
く
さ
ん
あ
る
習
い
事
の
中
か
ら

民
謡
を
選
ん
だ
理
由
を
聞
く
と

「
着
物
が
着
ら
れ
る
か
ら
」
と
意

外
な
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

保
育
所
で『
よ
さ
こ
い
』を
や
っ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
民
謡
に
な

じ
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
楽
譜
の

な
い
民
謡
を
覚
え
る
時
は
い
つ
も

苦
労
し
て
い
る
そ
う
で
す
。「
音

源
を
何
度
も
聞
い
て
覚
え
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、民
謡
独
特
の
節
回
し
、

息
継
ぎ
、
抑
揚
な
ど
を
練
習
し
、

人
前
で
披
露
で
き
る
唄
に
仕
上
げ

て
い
き
ま
す
」。

　
「
難
し
い
唄
を
う
た
え
る
よ
う

に
な
っ
た
時
が
楽
し
い
」
と
話
す

心
々
音
さ
ん
で
す
が
、
声
が
出
な

い
、
息
が
切
れ
る
な
ど
、
思
う
よ

う
に
う
た
え
ず
に
民
謡
を
や
め
た

く
な
っ
た
こ
と
も
。
そ
ん
な
時
、

指
導
し
て
く
れ
る
小
田
島
純
子
先

生
や
先
輩
の
励
ま
し
、
家
族
の
応

援
が
あ
り
、
こ
こ
ま
で
続
け
て
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
自
分

が
う
た
っ
て
い
て
楽
し
く
て
、
聞

い
て
い
る
お
客
さ
ん
み
ん
な
の
心

に
届
く
よ
う
な
唄
を
う
た
い
た
い

で
す
」
と
明
る
い
笑
顔
で
今
後
の

目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

みんなの心に届く唄を
うたいたい

十文字中学校１年

田中　心々音さん

Profile　たなか　ここね／十文字中１
年。５歳から民謡小田島会に所属し、
民謡に親しむ。好きな民謡は『秋田長
持唄』。レパートリーは８曲ほどで、
現在は天翔春子先生のもとで『江差追
分』を練習中。学校では卓球部に所属
し、文武両道に励む毎日を送っている。

▲稽古時には先輩方の唄の伴奏で太鼓を叩くこ
ともあります

▲先生を前にうたう心々音さん。小さな体から
発せられる伸びやかな声に圧倒されます

▲第１４２回秋田県種苗交換会（２０１９年）期間中
に行われた『秋田クボタ民謡フェスティバル』
にも出演しました

じゅうおうむじん
横手の地で夢を描く人を紹介します。
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市民のうごき　ーPopulationー

人口　８４，７９６人（-１３６）
　男　４０，２３６人（-６７）
　女　４４，５６０人（-６９）
世帯　３４，１１４世帯（-２１）

※８月末現在（先月末比）住民基本台帳を基に算出

診療日　ーLocal health careー

大沢診療所（内科）
　１１・２４日／1３：30〜15：00
三又へき地診療所（内科）
　１８日／1０：30〜1２：０0
上平野沢へき地診療所（内科）
　１３・２７日　　吉谷地／1３：00〜15：00

救急外来　ー Emergency room ー

平鹿総合病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５１２４
市立横手病院　　　　　　　　　　　　　☎３２―５００１
市立大森病院　　　　　　　　　　　　　☎２６―２１４１

日曜夜間小児救急外来　ー Pediatric emergency ー

２日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　☎３２―５１２４
９日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　☎３２―５１２４
１６日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　☎３２―５１２４
２３日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　☎３２―５１２４
３０日（日）　平鹿総合病院　　　　　　　　☎３２―５１２４

施設の休館日　ー Closed ー

横手図書館………………………３～７・１２・１９・２６日
増田図書館………………………３・４・１１・１８・２５日
平鹿図書館………………………３・４・１１・１８・２５日
雄物川図書館……………………３・５・１２・１９・２６日
大森図書館………………………３・４・１１・１８・２５日
十文字図書館……………………３・５・１２・１９・２６日
山内図書室
　………１・２・８～１０・１５・１６・２２・２３・２９・３０日
大雄図書室
　………１・２・８～１０・１５・１６・２２・２３・２９・３０日
横手市公文書館
　………２・３・９・１０・１６・１７・２３・２４・３０・３１日
横手市交流センターY２ぷらざ……………休館予定なし
かまくら館…………………………………休館予定なし
横手市増田まんが美術館……………………………１８日
石坂洋次郎文学記念館……………………休館予定なし
後三年合戦金沢資料館…………３・１１・１７・２４・３１日
雄物川郷土資料館………………３・１１・１７・２４・３１日
ゆっぷる…………………………………………１９～２１日
ゆとり館……………………………………４・１１・１８日
さくら荘……………………………………休館予定なし
ゆとりおん大雄…………………………………６・２０日
横手市児童センター………………………休館予定なし
子どもと老人のふれあいセンター
　…………………………………３・１１・１７・２４・３１日
健康の駅トレーニングセンター
　東部………………………５・１０・１２・１６・１９・２６日
　西部…１・２・８～１０・１５・１６・２２・２３・２９・３０日
　南部…１・２・８～１０・１５・１６・２２・２３・２９・３０日
南部シルバーエリア……………３・１１・１７・２４・３１日

今月の表紙◆
　１月下旬、雪が深々と
降り積もる真冬の季節
に、阿櫻酒造では日本酒
の仕込みが最盛期を迎え
ていました。
　今年で創立１００周年
を迎えた『山内杜氏組
合』。今回の特集では、
山内杜氏の歴史や現役杜
氏が考えるこれからの酒
造りについて迫ります。
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『
山
内
杜
氏
組
合
』
の
推
移

【
大
正
11
年（
１
９
２
２
年
）】

山
内
村
杜
氏
養
成
組
合　

設
立

【
昭
和
24
年（
１
９
４
９
年
）】

山
内
村
杜
氏
組
合　

再
発
足

【
昭
和
34
年（
１
９
５
９
年
）】

山
内
杜
氏
組
合　

に
改
称

◇
事
業

・
酒
造
講
習
会

・
自
醸
酒
鑑
評
会

・
全
員
テ
ス
ト
、
杜
氏
試
験
の
実
施

・
永
年
勤
続
お
よ
び
功
労
者
の
表
彰

・
県
内
外
の
酒
造
場
に
酒
造
工
派
遣

・
組
合
員
の
県
外
視
察
研
修　

な
ど

『
山
内
杜
氏
組
合
』
の
杜
氏
試
験

　

杜
氏
に
は
高
い
技
術
力
や
管
理
能

力
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
大
半
が
優
れ

た
技
術
を
証
明
す
る
国
家
資
格
『
酒

造
技
能
士
』
を
有
し
て
い
ま
す
。
山

内
杜
氏
組
合
で
は
、
そ
れ
と
は
別
に

独
自
の
杜
氏
試
験
を
主
催
。
受
験
資

格
は
、
酒
蔵
に
７
年
以
上
勤
め
、
組

合
の
酒
造
講
習
会
を
通
算
７
回
以
上

受
講
し
、
現
職
杜
氏
３
人
の
推
薦
を

得
る
こ
と
が
要
件
。
筆
記・利
き
酒・

小
論
文・
面
接
の
試
験
科
目
で
、
そ

れ
ぞ
れ
１
０
０
点
満
点
中
８０
点
以
上

獲
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

大
正
11
年
に
前
身
の
山
内
村
杜
氏

養
成
組
合
と
し
て
結
成
さ
れ
て
以

来
、
酒
造
技
術
の
向
上
や
杜
氏
の
養

成
、
蔵
人
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
き

た
『
山
内
杜
氏
組
合
』
は
、
今
年
で

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
争
や
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
と
い
っ
た
激

動
の
時
代
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
、

伝
統
を
守
り
続
け
、
時
勢
に
沿
っ
た

酒
造
り
で
名
声
を
確
固
た
る
も
の
と

し
た
山
内
杜
氏
。
そ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努

力
で
、『
美
酒
王
国
秋
田
』
の
礎
を

築
い
て
き
ま
し
た
。

　　

そ
も
そ
も
『
杜
氏
』
と
は
、
醸
造

を
行
う
最
高
責
任
者
の
こ
と
で
あ

り
、
蔵
人
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、

酒
造
家
と
蔵
人
の
協
調
を
図
る
重
要

な
役
割
を
担
い
ま
す
。
杜
氏
を
筆
頭

と
し
た
蔵
人
の
集
団
は『
杜
氏
集
団
』

と
呼
ば
れ
、
日
本
各
地
に
独
自
の
文

化
を
受
け
継
ぐ
杜
氏
集
団
が
存
在
し

て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見
る
と
地
場

産
業
と
し
て
古
く
か
ら
酒
造
業
が
発

達
し
た
地
域
で
発
展
し
て
き
た
杜
氏

集
団
が
目
立
つ
中
、
山
内
地
域
で
は

藩
政
時
代
か
ら
現
在
ま
で
地
場
産
業

と
し
て
酒
造
業
が
起
こ
っ
た
記
録
は

な
く
、
山
内
杜
氏
が
こ
こ
ま
で
の
知

名
度
を
得
る
に
至
っ
た
苦
労
は
図
り

知
れ
ま
せ
ん
。

　　

近
年
は
日
本
酒
の
消
費
低
迷
が
危

惧
さ
れ
る
一
方
で
、
純
米
酒
や
純
米

吟
醸
酒
を
求
め
る
『
品
質
志
向
』
が

高
ま
っ
て
お
り
、
商
品
の
差
別
化
や

高
付
加
価
値
化
に
取
り
組
む
事
業
者

も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
令
和
４

年
３
月
に
は
、
日
本
酒
を
は
じ
め
と

し
た
『
伝
統
的
酒
造
り
』
が
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
へ
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
山

内
杜
氏
は
何
を
思
う
の
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
山
内
杜
氏
の

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
た
ど
る
と
と
も

に
、
現
役
杜
氏
が
考
え
る
こ
れ
か
ら

の
酒
造
り
に
つ
い
て
迫
り
ま
す
。

特 集

山
内
杜
氏
の
発
生
か
ら
山
内
杜
氏
組
合

の
確
立
ま
で
の
軌
跡
を
た
ど
り
ま
す

山
内
杜
氏
の
歴
史

山内若勢の出稼ぎ文化と山内杜氏の発生

　今も昔も秋田県の穀倉地帯の中心をなす横手市は、古くからの酒造家が多
い湯沢市や大仙市に囲まれており、また商業都市として市場が発達しました。
江戸時代から昭和初期までこの市場には『若

わかぜいち

勢市』というものが立ち、農閑
期になると近郷農村の若い男衆が市場の一角に集団をなして稼ぎを求めてい
たといいます。奥羽山脈の谷あいで耕地が狭く、冬には豪雪に見舞われる山
内地域からは多くの者がこの若勢市に集まり、人手を必要として市場に赴い
た県南の酒造家と賃金や労働期間などについて直接交渉の上、雇用契約を交
わしていました。この酒造出稼ぎ者が『酒屋若勢』と称されるようになり、
後に『山内杜氏』の発生へとつながっていったのです。はじめは個々に雇わ
れていたものの、やがて杜氏が地縁・血縁のあるものを引き連れ、蔵人が編
成されていくようになりました。

01

山内村杜氏養成組合の設立
　秋田県の酒造業は明治末期から大正にかけて
急速に発展していきました。大正１１年、当時仙
台税務監督局技官として本県の酒蔵を指導して
いた花岡正庸氏は、横手税務署長の岡部掬氏や
山内村長の伊藤与右衛門氏と共に、杜氏の養成
と技術向上、雇用確保を目的に『山内村杜氏養
成組合』を結成。組合員は県
内各蔵の杜氏や蔵人から構
成され、伊藤村長を初代組合
長として、山内村や秋田県酒
造組合からの補助金をもと
に第一歩を踏み出しました。

02
名声を確立した『山内杜氏』
　山内村杜氏養成組合は、夏場に酒造講習会を
開催し、杜氏や蔵人の技術修得と素質向上を
図ってきました。昭和初期には全国清酒品評会
で好成績を収め、山内杜氏の名も全国に知れ
渡っていきます。戦中戦後の８年間（昭和１６年
～２３年）は講習会が中止されたものの、昭和２４
年に『山内村杜氏組合』として活動を再開し、
昭和３４年には『山
内杜氏組合』に改
称。これまで酒造
技術を研

けんさん

鑽してき
ました。

03

花岡正庸氏

《清酒のタイプ別課税移出数量の推移》

300

600

900

1,200

1,500

昭
和
63

令
和
２

｢清酒製造状況等調査｣(国税庁)より作成（千㌔㍑）

︵
年
度
︶

42 98
194

1,254

1,448
総課税移出数量

421
277
144

一般酒
特定名称酒
純米酒および
純米吟醸酒
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山
内
杜
氏
組
合
創
立
１
０
０
周
年
を
記
念
し
、
令
和
４
年
７
月
22
日
に
は
講
演
会
や
式
典
な
ど
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

山
内
杜
氏
組
合
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業

10：30　講演会
　かまくら館で行われた講演会には、脚本家の内館牧子さんが登壇。『お酒を楽しく
飲むために』と題して、お酒が得意な人もそうでない人もみんなで酒席を楽しむため
のアドバイスを、体験談を交えながらユーモラスに紹介しました。
　また、日本酒の知識を学ぶために自身が日
本酒学校へ通った経験を振り返り、自分なり
の日本酒の楽しみ方を語るとともに、「日本
酒の消費量を伸ばすためには、女性もおいし
く日本酒を飲むことが大事」といった持論を
展開すると、客席には深くうなずく人や拍手
を送る人の姿が見えました。

　山内杜氏など 4人によるパネルディスカッションが行われ、杜氏の仕事や役割、組
合の歴史について語られました。さらに県醸造試験場の進藤昌場長から、組合創立
100 周年にちなみ、県内複数の酒蔵で約１００年前の酵母を使用した吟醸酒造りに取り
組む企画が発表されると、会場は大いに盛り上がりました。
　最後にこれからの酒造りを問われると、秋田醸造代表取締役社長兼杜氏の小林忠彦
さんは「クオリティだけでなく個性のある酒造りを目指したい」、齋彌酒造店杜氏の
高橋藤一さんは「若手の発想を後押ししながらも、若手には真似のできない伝統的な
日本酒の在り方を追求したい」と話し、そして高橋酒造店杜氏の古内茂美さんは「１００
年先も酒を楽しく造って、楽しく飲んでくれる人がいることを願う。楽しく飲むため
にも適量をお勧めしたい」と語りました。

12：00　パネルディスカッション

　松與会館で開催された山内杜氏組合創立１００周年記念式
典では、照井俊男組合長が「多くの協力を得ながら技術の
継承・向上と後継者の育成に取り組み続け、１００周年を迎
えることができた。日本酒は文化として生活に根付いてい
る。これからも杜氏の情熱と誇りを大切にして酒造りに精
進していきたい」とあいさつ。また、市や県醸造試験場、
県酒造組合などの代表に感謝状の贈呈を行いました。

16：00　式典

１０月も山内杜氏組合創立１００周年に
ちなんだイベントがたくさん！

美酒王国あきたを体感・共有でき、発酵の郷あきた
の豊富な食材が楽しめるドリンク&フードフェス

秋田まるごと
食の祭典
10.15土・16日
場 所 秋田ふるさと村

飲み比べ試飲券（10枚セット）
［前売券］2,000円　［当日券］2,500円

美酒王国あきた醸しフェア
秋田県産日本酒　参加全銘柄を展示紹介
蔵元が直接出店するブースでは特別純米酒、大吟醸、あれ
もこれも飲み比べ、試飲することができます。購入も可能
なので自分好みの日本酒を探してみませんか？

美酒王国あきた醸しフェア　シンポジウム
山内杜氏１００周年の歴史　～食と酒の１００年～
日本酒の素晴らしさを体感できる『シンポジウム』を開催！　
お酒に合うおつまみも紹介します。

日 時 10月15日（土）　午前11時～
出演者 司会　

桜庭みさお　さん
コメンテーター　酒エッセイスト
葉石かおり　さん
シンポジスト
栗林酒造店　代表　栗林直章　氏
山本酒造店　社長　山本友文　氏
齋彌酒造店　杜氏　高橋藤一　氏

あきた発酵の郷マルシェ
発酵食品で健康長寿に！
県内産の発酵食品や特産食品を紹介・販売します。発酵食
品にちなんだフードフェスを楽しもう！

イベントの詳細やチケット購入について

LINE 公式ページから最新情報を発
信します。右の二次元コードを読み
取り、友だち追加をお願いします。

問合せ（一社）横手市観光推進機構☎38-8652

山内杜氏組合創立100周年記念『酒の横手フェア』
山内杜氏が紡いできた全県の日本酒を中心に、横手にまつわる日
本酒、ビール、ワインなどが勢ぞろい！

全国発酵食品サミットとは…
発酵食品と発酵文化の素晴らしさを全国に向けて発信するイベン
トです。地域産業の活性化を図ることを目的に毎年全国各地で開
催されており、横手市では2008年以来2度目の開催となります。

のぞいてみよう！発酵の世界
発酵を楽しく学び体験するコーナー。世界の臭い発酵食品を集め
た『鼻まがり展』も開催予定。あなたはこの臭さに耐えられるか！

いぶりエキスポ
全国の燻製食品が大集合！　『いぶし小屋』も再現し、自らいぶり
大根の気分になれるチャンス。『よこて産ディフェンシン味噌』を
使ったラーメンや、発酵弁当などの飲食ブースもあります。

全国発酵マルシェ
北海道から沖縄まで、全国の
発酵食品が横手に大集合！

よこて発酵マルシェ
開催地・発酵のまち横手の発酵食
品を買ってたんせ！

イベントの詳細はホームページでご確認ください
問合せ／全国発酵食品サミット in よこて実行委員会
事務局（食農推進課内）☎35-2267

10.21金～23日
場 所 秋田ふるさと村

※当日は横手駅からのシャトル
バスも運行予定です
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最
後
に
、
山
内
杜
氏
組
合
を
代
表

し
て
照
井
俊
男
組
合
長
に
今

の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

　

１
０
０
周
年
を
迎
え
て　

　　

ま
ず
は
、「
１
０
０
年
間
よ
く
や
っ

て
き
た
な
ぁ
」
と
い
う
の
が
率
直
な
感

想
で
す
。
こ
れ
も
先
人
の
山
内
杜
氏
た

ち
が
脈
々
と
受
け
継
い
で
き
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
わ
れ
わ
れ
も
２
０
０
周
年

へ
と
続
く
よ
う
、
秋
田
の
酒
を
広
く
認

め
て
も
ら
う
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば

と
決
意
を
新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

酒
が
あ
る
と
こ
ろ
に
は
人
が
集
ま
り

ま
す
。
一
年
の
始
ま
り
に
は
お
神
酒
を

捧
げ
て
無
病
息
災
を
願
う
し
、
さ
か
ず

き
を
酌
み
交
わ
せ
ば
兄
弟
に
だ
っ
て
な

れ
る
。酒
が
持
つ
パ
ワ
ー
は
偉
大
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
秋
田
の
酒
を
も
っ
と
良

い
も
の
に
し
て
、

全
国
・
世
界
へ
と

発
信
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

　

こ
だ
わ
り

　

今
は
本
物
志
向
で
、
た
だ
酔
え
ば
い

い
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
酒
も
飲
む

シ
ー
ン
や
食
べ
物
に
よ
っ
て
変
え
る
な

ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
化
し
て
き
て
い
ま

す
。
よ
く
お
客
さ
ん
か
ら
「
杜
氏
の
こ

だ
わ
り
の
お
酒
は
ど
れ
？
」
と
聞
か
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
だ
わ
る
の

は
私
で
は
な
く
て
お
客
さ
ん
。
好
み
に

合
わ
せ
て
、
求
め
ら
れ
て
い
る
酒
を
造

る
の
が
私
の
こ
だ
わ
り
で
す
。

　
『
山
内
杜
氏
組
合
』
と
い
う
場

　

こ
の
組
合
は
、「
い
か
に
良
い
酒
を

造
る
か
」
と
い
う
講
習
会
が
主
軸
に
あ

り
ま
す
。
酒
造
り
に
関
す
る
大
切
な
勉

強
の
場
で
あ
る
し
、
酒
蔵
を
ま
た
い
だ

蔵
人
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
る
。
な

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
先
発
展
し
て
い
く
た
め
に

も
、
勉
強
し
て
良
い
酒
を
造
る
こ
と
、

お
客
さ
ん
を
大
事
に
す
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

お
客
さ
ん
の
声
を
直
接
聞
く
こ
と
が
大

切
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
講
習
会
に
マ

ナ
ー
や
会
話
力
を
磨
く
項
目
も
取
り
入

れ
て
、
蔵
人
自
身
が
人
間
関
係
を
築
け

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

秋
田
の
酒

　

日
本
酒
を
飲

む
こ
と
は
米
の

消
費
に
も
つ
な

が
る
。
地
域
農

業
を
守
る
た
め

に
も
、
地
元
の
皆
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
飲
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
秋
田
は
空
気

が
き
れ
い
で
水
も
良
い
。
雪
国
の
気
候

が
低
温
長
期
発
酵
の
製
法
に
合
っ
て
い

て
、
ま
ろ
や
か
な
甘
み
の
あ
る
酒
に
仕

上
が
り
ま
す
。
田
舎
の
原
風
景
が
残
る

こ
の
環
境
を
生
か
し
て
、
私
た
ち
山
内

杜
氏
は
『
秋
田
ら
し
さ
』
を
追
求
し
た

セ
ン
ス
の
光
る
酒
を
造
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

　
私
が
蔵
入
り
し
た
頃
は
、
山
内
地
域

の
農
家
の
長
男
は
冬
場
に
酒
造
り
に
行

く
の
が
当
た
り
前
の
時
代
で
し
た
。
山

内
杜
氏
の
弟
子
に
な
り
、
そ
の
杜
氏
の

技
術
や
蔵
の
特
性
に
合
わ
せ
た
酒
造
り

を
学
ん
で
は
、
他
の
山
内
杜
氏
が
い
る

蔵
へ
と
再
び
修
行
に
出
る
。
そ
う
や
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
を
経
験
し
な
が

ら
、
私
た
ち
は
自
身
の
ス
タ
イ
ル
を
確

立
し
て
き
た
の
で
す
。

　
基
本
の
酒
造
り
を
し
っ
か
り
学
ん
だ

上
で
、
必
ず
や
る
べ
き
も
の
と
見
直
す

べ
き
も
の
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
い
く
。「
昔

か
ら
や
っ
て
い
た
か
ら
」で
は
ダ
メ
で
、

何
の
た
め
に
そ
の
工
程
が
あ
る
の
か
を

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
私
が
櫂か

い
入

れ
を
や
め
た
の
も
、
も
ろ
み
の

発
酵
が
進
ん
で
温
度
差
が
う
ま

れ
る
こ
と
で
生
じ
る
『
対
流
』

を
、
人
の
手
で
止
め
て
し
ま
う

こ
と
に
疑
問
を
抱
い
た
か
ら
で

す
。
そ
の
結
果
、
自
然
の
力
に

任
せ
た
方
が
風
味
が
ア
ッ
プ
す

る
と
い
う
答
え
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。

　
日
本
酒
の
消
費
は
昭
和
48
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
、
人
員
削
減
で
仲
間
と
別

れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
杜
氏
と
し
て
一
番
辛

か
っ
た
で
す
ね
。
そ
れ
で
も
近
年
は
本

物
志
向
の
気
運
と
と
も
に
純
米
酒
や
純

米
吟
醸
酒
の
需
要
が
高
ま
り
、
日
本
酒

の
輸
出
量
も
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、

明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
を
担
う
杜
氏
の
皆
さ
ん
に

は
、
優
等
生
に
な
ら
ず
に
ア
ク
の
強
さ

を
持
っ
て
い
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
飲
ん

だ
時
に
、
そ
の
蔵
の
杜
氏
や
蔵
人
の
顔

が
浮
か
ぶ
よ
う
な
日
本
酒
を
造
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

山
内
杜
氏
を
築
く
人
、
継
ぐ
人

山
内
杜
氏
組
合
員
の
中
か
ら
、
ベ
テ
ラ
ン
世
代
と
し
て
酒
造
業
界
を
け

ん
引
し
て
き
た
高
橋
藤
一
さ
ん
と
、
女
性
初
の
山
内
杜
氏
試
験
合
格
者

で
あ
り
次
世
代
を
担
う
冨
岡
浩
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

高橋藤一さん
（山内杜氏組合相談役・㈱齋彌酒造店杜氏）

　１９４５年旧山内村生まれ。１９歳で蔵入りし、３１歳
から杜氏を任される。１９８４年から㈱齋彌酒造店の
杜氏となり、今年で杜氏歴４７年目。酒造りでは常
識とされる、酒母やもろみのかき混ぜ作業『櫂入
れ』を仕込み以外では行わないなど、酒造業界の
革命児として知られる。

　

秋
田
の
伝
統
産
業
で
あ
る

酒
造
り
に
興
味
を
持
ち
、
大
学

の
理
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
も

生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
た
の
が
入
社
し
た
き
っ

か
け
で
す
。
ま
ず
最
初
は
、
研

究
室
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
。

分
析
結
果
を
伝
え
る
た
め
に

現
場
へ
と
通
う
う
ち
に
酒
造

り
作
業
に
携
わ
る
機
会
が
増
え
、
そ
の

面
白
さ
や
奥
深
さ
に
ひ
か
れ
て
い
き
ま

し
た
。
蒸
米
に
こ
う
じ
菌
が
生
え
て
い

く
様
子
や
、
も
ろ
み
が
発
酵
し
て
い
く

様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
て
ワ
ク
ワ
ク

し
た
こ
と
で
、
実
際
に
体
験
す
る
方
が

自
分
に
は
合
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
思
い
始
め
た
の
で
す
。

　
そ
ん
な
気
持
ち
の
変
化
を
感
じ
取
っ

て
く
れ
た
上
司
の
勧
め
で
、
ま
ず
は
一

級
酒
造
技
能
士
の
資
格
を
取
得
し
、
さ

ら
に
酒
造
り
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
山
内
杜
氏
試
験
を
受
け
、
合
格
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
年
の
冬
か

ら
現
場
に
配
属
と
な
り
、『
蔵
人
』
と

し
て
酒
造
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
山
内
杜
氏
組
合
の
講
習
会
で
は
、
酒

造
り
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
や
酒
造
業
界

の
最
新
の
話
題
を
教
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
各
蔵
の
蔵
人
さ
ん
と
お

話
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
私
に

と
っ
て
は
貴
重
な
時
間
で
す
。

　
お
い
し
い
お
酒
を
造
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
力
仕
事
や
早
朝
・
深
夜
勤
務
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
酒
造
り
を
見
直

し
、
若
手
が
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
も
、
今
働
い
て
い
る
世
代

の
役
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
蔵
人
が

心
身
と
も
に
健
康
で
、
幸
せ
な
気
持
ち

で
造
っ
た
お
酒
は
一
層
お
い
し
く
な
る

は
ず
で
す
。

照井俊男さん（山内杜氏組合長・阿櫻酒造㈱杜氏）
　１９４７年旧山内村生まれ。１５歳から蔵人となり、酒造に携わって６０年のベテラン。
１９７１年から阿櫻酒造㈱に勤め、４１歳で杜氏となる。２０１７年から山内杜氏組合長を務める。

冨岡浩子さん
（秋田酒類製造㈱副杜氏）

　１９８６年秋田市生まれ。日本女子大学理学部卒業
後、『髙清水』醸造元である秋田酒類製造㈱に勤務。
２０１７年に女性で初めて山内杜氏試験に合格し、そ
の後同社『仙人蔵』の副杜氏に抜擢される。２０１９
年に出産し、育児と仕事を両立中。

市報よこて　2022.10 08市報よこて　2022.1009



の
実
施
に
よ
り
万
博
の
機
運
醸
成

に
寄
与
し
つ
つ
、
万
博
期
間
中
の

催
事
参
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

令
和
４
年
度
事
業
な
ど
の
進
捗
状
況

●�

普
通
交
付
税

　

臨
時
財
政
対
策
債
を
加
え
た
実

質
的
な
総
額
が
１
８
６
億
７
２
５

５
万
円
と
な
り
、
昨
年
度
と
比
較

し
、
額
に
し
て
９
億
９
８
３
７
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
財
政
状

況
は
さ
ら
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
後

も
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め

ま
す
。

●�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

促
進

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
ま
だ

お
持
ち
で
な
い
市
民
の
皆
さ
ま
が

少
し
で
も
申
請
し
や
す
く
、
受
け

取
り
や
す
く
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
当
市
の
カ
ー
ド
普

及
率
は
７
月
末
時
点
で
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
申

込
や
公
金
受
取
口
座
の
登
録
を
行

う
こ
と
で
、
最
大
２
万
円
相
当
の

ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
る
『
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
』

も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
取

得
さ
れ
て
い
な
い
市
民
の
皆
さ
ま

は
、
こ
の
機
会
に
取
得
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

横
手
駅
周
辺
整
備

　

２
Ｙ
ぷ
ら
ざ
駐
車
場
に
整
備
す

る
立
体
駐
車
場
は
、
１２
月
中
完
成

の
予
定
で
す
。
工
事
期
間
中
の
ご

利
用
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
来
年
１
月
に
は
新
し
い
駐

車
場
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●�

大
型
公
共
施
設
整
備
事
業

　

横
手
体
育
館
お
よ
び
横
手
市
民

会
館
の
整
備
は
、
基
本
設
計
・
実

施
設
計
業
務
委
託
の
契
約
を
締
結

し
、
現
在
は
基
本
設
計
案
の
作
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
地

質
調
査
業
務
や
造
成
設
計
業
務
、

既
存
施
設
の
解
体
設
計
業
務
な
ど

も
、
基
本
設
計
・
実
施
設
計
業
務

と
調
整
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

●�

雪
捨
場
用
地
取
得
事
業

　

雪
捨
場
と
し
て
使
用
し
て
い
る

『
赤
坂
総
合
公
園
駐
車
場
』
は
、

新
体
育
館
の
建
設
工
事
に
伴
い
使

用
で
き
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
代

わ
り
と
な
る
用
地
に
前
郷
字
兀は

げ
や
ま山

地
区
お
よ
び
大
沢
字
山
下
地
区
を

候
補
地
と
し
て
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
兀
山
地
区
は
今
年

度
中
に
用
地
取
得
を
完
了
で
き
る

見
込
み
で
す
。
山
下
地
区
は
来
年

度
の
用
地
取
得
に
向
け
て
調
整
を

進
め
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
近
隣
の
町
内

会
の
皆
さ
ま
や
横
手
清
陵
学
院
か

ら
の
ご
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
協
議
を
行
い
ま
す
。

●�『
全
国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ

よ
こ
て
』の
開
催

　

１０
月
２１
日
か
ら
開
催
予
定
の
全

国
発
酵
食
品
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ
よ
こ
て

は
、『
発
酵
の
ま
ち
横
手
』
を
全

国
に
発
信
し
、
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
好
機
に
な
る
も
の
と
捉

え
て
お
り
、
１０
月
１５
日
か
ら
２３
日

ま
で
を『
よ
こ
て
発
酵
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
』

と
銘
打
っ
て
横
断
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
す
。

●�

横
手
応
援
拠
店
事
業

　

よ
こ
て
ｆ
ｕ
ｎ
通
信
の
読
者
な

ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
を
も
と

に
、
首
都
圏
な
ど
で
横
手
市
出
身

者
が
経
営
す
る
飲
食
店
８
店
を

『
横
手
応
援
拠
店
』
と
し
て
登
録

し
ま
し
た
。
店
舗
の
情
報
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
県
外
に
お
住

ま
い
の
お
知
り
合
い
の
方
に
ご
紹

介
く
だ
さ
い
。

●�
学
校
運
営
協
議
会
制
度
の
導
入

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）

　

今
年
度
か
ら
全
て
の
市
立
小

中
学
校
に
お
い
て
、
学
校
運
営

協
議
会
制
度
を
導
入
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
が
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

学
校
運
営
協
議
会
は
、
保
護

者
や
地
域
住
民
、
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
長
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
学
校
長
な
ど
の
委
員
か

ら
構
成
さ
れ
、
教
育
活
動
や
学

校
へ
の
支
援
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
地
域
の
学
校
を
支
え
る
も

の
で
す
。
地
域
と
学
校
が
連
携
・

協
働
し
、
急
激
に
変
化
す
る
社

会
の
中
で
生
き
る
子
ど
も
た
ち

を
、
地
域
ぐ
る
み
で
育
み
、『
地

域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
』

の
実
現
に
向
け
、
息
の
長
い
取

り
組
み
と
な
る
よ
う
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

は
じ
め
に

　

８
月
上
旬
か
ら
続
い
た
記
録
的

な
大
雨
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
自
然
災
害
は
い
つ
な

ん
ど
き
、
ど
ん
な
か
た
ち
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心
確
保
の

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
へ
の
備

え
に
努
め
る
よ
う
、
気
を
引
き
締

め
直
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

令
和
４
年
度
市
政
懇
談
会
に

は
、
延
べ
４
３
２
人
の
皆
さ
ま
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
談

会
の
話
題
と
し
て
、
当
市
の
人
口

減
少
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し

た
。
人
口
減
少
問
題
は
日
本
の
社

会
全
体
の
共
通
課
題
で
あ
り
、
そ

の
解
決
は
一
朝
一
夕
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
今
わ
れ
わ
れ
に
で
き
る
こ

と
を
地
道
に
、
真
摯
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
こ
そ
が
重
要
で
す
。

待
っ
た
な
し
の
最
重
要
課
題
に
対

し
て
市
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
市
内
に
お
い
て
も
感
染
者
数

の
急
激
な
増
加
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
正
確

な
情
報
に
基
づ
い
た
判
断
や
行
動

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
引
き

続
き
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
内
に
お
け
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
文
化
の
一
層
の
推
進
と
市
内
経

済
活
性
化
を
図
る
た
め
、
来
年
１

月
の
実
施
に
向
け
『
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事

業
』
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
を
開
始
す
る
際

に
は
改
め
て
周
知
し
ま
す
の
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
環
境
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
へ
の
対
応
や

人
口
減
少
対
策
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
住
み
続

け
た
い
と
思
う
ま
ち
、
外
か
ら
見

て
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
横
手
市

を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、
私
の
使

命
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
横

手
駅
東
口
の
再
開
発
事
業
は
順
調

に
工
事
が
進
み
、
中
心
市
街
地
の

魅
力
向
上
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
農

商
工
の
舵
取
り
役
が
こ
の
エ
リ
ア

に
揃
い
踏
み
す
る
こ
と
で
、
産
業

振
興
の
相
乗
効
果
も
期
待
さ
れ
ま

す
。
３
年
後
に
は
大
阪
万
博
の
開

催
が
予
定
さ
れ
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

市
場
も
動
き
が
活
発
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
機

運
に
し
っ
か
り
乗
っ
て
い
く
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。
横
手
体
育
館

お
よ
び
横
手
市
民
会
館
の
整
備
も

着
実
に
進
め
、
外
か
ら
も
人
を
呼

び
込
め
る
ま
ち
と
し
て
、
単
に
雇

用
、
職
場
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

暮
ら
す
場
所
と
し
て
満
足
で
き
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
に
努
め
、
コ

ロ
ナ
禍
明
け
の
活
発
な
社
会
に
向

け
て
横
手
市
を
活
性
化
さ
せ
る
取

り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
施
策
な
ど
へ
の
取
り
組
み

●�

原
油
高
・
物
価
高
騰
に
対
す
る

支
援

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
支
援
の

た
め
、
９
月
中
に
全
世
帯
に
お
届

け
し
た
『
よ
こ
て
市
民
応
援
商
品

券
』
は
、
１２
月
３１
日
ま
で
ご
使
用

い
た
だ
け
ま
す
。
市
内
経
済
活
性

化
の
た
め
に
も
積
極
的
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
貨
物
自
動
車
運
送
業
や

タ
ク
シ
ー
、
運
転
代
行
業
者
を
対

象
に
『
横
手
市
原
油
高
騰
対
策
運

送
事
業
者
等
支
援
事
業
』
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
申
請
期
限
は
１２
月

２８
日
で
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●�

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
推
進

　

こ
れ
ま
で
も
一
部
で
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
申
請
や
届
出
が
可
能
で

し
た
が
、
１０
月
以
降
は
、
よ
り
多

く
の
手
続
き
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

庁
舎
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
、
手

続
き
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
利
便

性
の
向
上
が
図
ら
れ
、
よ
り
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
が
可
能
と
な

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
来
庁
方
式

に
よ
る
対
面
で
の
手
続
き
も
継
続

し
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
一
層
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

●�

大
阪
観
光
誘
客
イ
ベン
ト
の
実
施　

　

１２
月
初
旬
に
大
阪
府
で
『
か
ま

く
ら
』
の
展
示
を
中
心
と
す
る
雪

を
体
感
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
雪
国
横
手
の
魅
力
を
発
信
す

る
こ
と
で
、
当
市
へ
の
誘
客
を
図

り
ま
す
。
併
せ
て
、
本
イ
ベ
ン
ト

横 手 市 議 会
９ 月 定 例 会
市 長 所 信 説 明

　横手市議会９月定例会が、８月２９日から９月２２日までの日程で
開催されました。その開会にあたり、髙橋市長が行った所信説明の
中から、市民の皆さんの生活に関わりの深い内容を抜粋してお知ら
せします。（市報よこて掲載用に一部表現を変更しています）

今議会に提案された主な一般会計補正予算

■一般会計補正額　　　　　　１８億４，７９０万円
主な補正予算の内容
●ワクチン接種対応事業………２億９，８２６万円
●作物振興事業………………………１，５０１万円
●森林経営管理事業………………………４５４万円

■補正後の予算総額　　　　５７６億４，８９０万円

令
和
４
年
９
月
定
例
会
の
所
信

説
明
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

全
文
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

【
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
】

１
０
０
８
２
２
７

住み続けたい、住んでみたいと思う住み続けたい、住んでみたいと思う

横手市を実現させる横手市を実現させる
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■
令
和
５
年
４
月
中
入
所
の
保
育
所
な

ど
の
利
用
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

　

幼
稚
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
幼
稚
園

機
能
の
利
用
申
請
は
直
接
、
各
施
設
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
配
布
の
案
内
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
書
類
の
配
布
・
受
付　
子
育
て
支

援
課
ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

受
付
期
間　
10
月
３
日（
月
）～
11
月
30

日（
水
）※
土
日
祝
日
を
除
く

子
育
て
支
援
課
☎
３５—

２
１
３
３

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

１
０
０
５
５
１
９

■
学
童
保
育
の
支
援
員
を
募
集
し
ま
す

　

履
歴
書
を
作
成
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
選

考
と
採
用
面
接
を
実
施
し
ま
す
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種　
①
放
課
後
児
童
支
援
員
ま

た
は
支
援
補
助
員　

②
放
課
後
児
童
支

援
補
助
員（
ア
ル
バ
イ
ト
勤
務
）

募
集
人
数　
①
１０
人　

②
５
人

勤
務
日　
平
日
午
後
２
時
～
７
時
の
間
、

土
曜
・
学
校
休
業
日
午
前
７
時
３０
分
～

午
後
７
時
の
間
※
勤
務
時
間
は
職
種
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

勤
務
地　
市
内
の
学
童
保
育
施
設

子
育
て
支
援
課
☎
３２—

２
４
２
６

１
０
０
８
４
８
６

■
令
和
４
年
度
戦
没
者
追
悼
式

　

先
の
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
と
恒
久
平
和
を
祈
念
し
、
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
５
日（
水
）午
前
10
時
～

場
所　
横
手
市
民
会
館

社
会
福
祉
課
☎
35—

２
１
３
２

■
雪
下
ろ
し
業
者
名
簿
に
掲
載
を
希
望

す
る
事
業
者
な
ど
を
募
集
し
ま
す

　

市
報
１２
月
号
に
合
わ
せ
て
『
雪
下
ろ

し
業
者
名
簿
』
の
全
戸
配
布
を
予
定
し

て
い
ま
す
。「
昨
年
度
は
掲
載
し
な
か
っ

た
が
今
年
度
は
掲
載
し
て
み
よ
う
」
と

い
う
事
業
者
の
方
、
共
助
組
織
の
皆
さ

ん
は
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
昨
年
度

名
簿
掲
載
の
方
に
は
別
途
意
向
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
通
知
が
届
い

て
い
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
名
簿
掲
載
や
配
布
は
情
報
提

供
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
が
事

業
者
を
あ
っ
せ
ん
し
た
り
仲
介
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課
☎
３５—

４
０
９
９

■
西
部
斎
場
南
側
駐
車
場
が
当
面
の
間

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

　

西
部
斎
場
整
備
事
業
に
係
る
南
側
駐

車
場
の
造
成
工
事
が
10
月
下
旬
ご
ろ
開

始
予
定
で
す
。
工
事
中
は
西
部
斎
場
向

か
い
側
『
消
防
西
分
署
』
駐
車
場
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
活
環
境
課
☎
３５—
２
１
８
４

■
市
営
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
条
件　
市
内
に
住
所
ま
た
は
本
籍

を
有
す
る
方

永
代
使
用
料　
16
万
円
～
37
万
円

※
使
用
済
返
還
墓
地
は
減
免
あ
り

管
理
手
数
料　

年
間
１
５
６
０
円
～

３
３
０
０
円

※
各
墓
園
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

申
込
期
限　
10
月
31
日（
月
）

生
活
環
境
課
☎
３５—

２
１
８
４

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

１
０
０
２
７
２
１

ぐるっと情報通　　　問 問合せ　HP 市ホームページの『ページID検索』で、お知らせ内の７桁の数字を検索することでページをご覧いただけます 掲載している内容は、感染症などの状況により中止または変更となる場合があります

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
５
千
円
分
の『
よ
こ
て
市
民
応
援
商

品
券
』を
全
市
民
に
送
付
し
ま
し
た

　

７
月
末
時
点
で
横
手
市
に
住
民
登
録

の
あ
る
方
を
対
象
に
、
市
内
の
お
店
で

利
用
で
き
る
『
よ
こ
て
市
民
応
援
商
品

券
』
を
世
帯
主
の
方
宛
て
に
世
帯
員
分

（
１
人
５
千
円
分
）を
ま
と
め
て
送
付
し

ま
し
た
。
１１
月
末
ま
で
に
転
入
、
出
生

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
届
け
出
の
翌

月
中
に
発
送
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限　
12
月
31
日（
土
）ま
で

使
用
可
能
店
舗　
『
よ
こ
て
市
民
応
援

商
品
券
』
に
同
封
す
る
加
盟
店
一
覧
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
１
２
０—

１
０
４—

４
５
０

（
９
月
１
日
～
１０
月
31
日
の
平
日
午
前

９
時
～
午
後
６
時
）

経
営
企
画
課
☎
35—

２
１
６
４

１
０
０
８
１
９
７

■
１０
月
１
日
～
１１
月
１０
日
は

稲
わ
ら
焼
き
等
防
止
強
化
期
間
で
す
！

　

秋
田
県
公
害
防
止
条
例
の
規
定
に
よ

り
、
こ
の
期
間
は
稲
わ
ら
な
ど
の
野
外

焼
却
行
為
を
全
面
的
に
禁
止
し
、
焼
却

防
止
の
た
め
の
指
導
を
強
化
し
ま
す
。

周
辺
の
生
活
環
境
を
損
な
う
恐
れ
が
な

い
場
合
に
認
め
ら
れ
る
稲
わ
ら
・
も
み

殻
焼
き（
く
ん
炭
製
造
）で
も
、
期
間
内

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
禁
止
期
間
に
稲

わ
ら
な
ど
の
焼
却
を
行
っ
た
場
合
、
県

で
は
氏
名
公
表
も
含
め
た
厳
重
な
措
置

を
取
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

生
活
環
境
課
☎
３５—

２
１
８
４

ま
た
は
各
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

１
０
０
３
０
１
２

■
農
繁
期
の
電
気
火
災
や
籾
乾
燥
機
の

火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い　

　

例
年
稲
刈
り
の
時
期
に
、
農
作
業
小

屋
の
分
電
盤
や
農
業
機
械
の
電
気
配

線
、
籾も

み

乾
燥
機
な
ど
か
ら
の
出
火
と
思

わ
れ
る
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
必

ず
事
前
に
点
検
・
清
掃
を
行
い
、
火
災

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
異
常
を
感
じ

た
場
合
、
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
て
、

専
門
業
者
の
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

消
防
本
部
予
防
課
☎
32—

１
２
１
８

１
０
０
５
５
０
５

■『
糖
尿
病
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
』

作
品
大
募
集
！

　

毎
年
11
月
14
日
の
世
界
糖
尿
病
デ
ー

に
合
わ
せ
、
横
手
病
院
初
の
『
糖
尿
病

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
し
ま
す
。

優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
方
に
は
賞
品
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
病
院
内
に
設
置

の
川
柳
ブ
ー
ス
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
１０
月
１４
日（
金
）

市
立
横
手
病
院
☎
３２—

５
０
０
１

■
ご
み
に
関
す
る
出
前
講
座
を
ご
活
用

く
だ
さ
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
じ
て
生

活
環
境
課
職
員
が
出
向
き
、
ご
み
の
分

別
や
減
量
に
関
わ
る
こ
と
、
リ
サ
イ
ク

ル
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日
時　
平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
の
間　
　

料
金　
無
料

場
所　
申
込
者
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

申
込
要
件　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学

の
お
お
む
ね
10
人
以
上
で
申
込
み

申
込
方
法　
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で

電
話
で
日
時
を
予
約
の
上
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
出
前
講
座
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
生
活
環
境
課
へ
提
出

生
活
環
境
課
☎
35—

２
１
８
４

１
０
０
８
２
３
８

狂犬病予防注射を忘れずに！

【問合せ】健康推進課☎33-9600　HP1002730

　狂犬病予防注射は年１回の接種が法律で義務付
けられています。予防注射はお住まいの地域以外
でも受けられますので直接会場へお越しください。
　また、当日は登録手続きもできます。生後 91
日以上の犬は必ず登録が必要になり、引っ越しや
登録事項に変更などがあった場合は変更届、死亡
した場合は死亡届が必要です。
◆当日持参する物／愛犬手帳または犬鑑札
◆料金／予防注射料3,500円、登録手数料3,000円
◆日程・問い合わせ先／会場と時間の詳細は各市
民サービス課（横手地域は健康推進課）へ問い合わ
せいただくか、市ホームページでご確認ください。

地域 期日 問合せ
大森 １０月７日（金） 26-4030
平鹿 １０月８日（土） 24-1114
雄物川 １０月９日（日） ２２- ２１５７
大雄 １０月１３日（木） 52-3905

十文字 １０月１４日（金） 42-5114
横手 １０月１５日（土） 33-9600
山内 １０月２５日（火） 53-2933
増田 １０月２７日（木） 45-5514

墓園名称 地域 墓地
区分

募集
区画数

うち返還
墓地数

前郷墓園 横手
規制 ２６ １０

園路 １１ １１

傾城塚墓園 平鹿 規制 ４ ４

大森墓園 大森
規制 ５１ １

自由 ２０ ２

十文字墓園 十文字 規制 ５ ４

水道週間標語コンクール表彰式
令和４年度　優秀作品の発表

【問合せ】水道課☎35-2252　HP1004688

　市では水道週間に合わせて『水の役割・
大切さ』を知っていただくことを目的に、
毎年市内の小学校４年生を対象に標語を募
集しています。今年度は３７７作品の応募の
中から、特選をはじめとする１５作品が優秀
作品として選ばれました。８月２４日、特選・
準特選・特別賞を受賞した５人に髙橋市長
から表彰状が贈られました。
◆特選　片野楓香さん（十文字小）
　『守りたい　きれいな水の　あるくらし』
◆準特選　栗谷隆禾さん（増田小）
　　　　　藤原悠大さん（増田小）
◆特別賞　渡邊結夕さん（大森小）
　　　　　佐藤舞依さん（十文字小）

※申込期限後の残区画は随時募集とします
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■
Ｊ
Ｒ
北
上
線
の
定
期
券
を
買
っ
て

あ
な
た
の
会
社
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
？

　

新
た
に
北
上
線
を
社
員
や
職
員
の
通

勤
手
段
に
利
用
し
た
企
業
・
団
体
は
、

北
上
線
列
車
内
に
１
カ
月
間
無
料
で
広

告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
Ｊ
Ｒ
北
上
線
利
用
の
通
勤
定
期

券
を
新
規
に
３
枚
以
上
購
入
し
た
企

業
・
団
体

募
集
期
間　
10
月
１
日
～
令
和
５
年
２

月
28
日

広
告
サ
イ
ズ　
タ
テ
24
㌢
×
ヨ
コ
50
㌢

Ｊ
Ｒ
北
上
線
利
用
促
進
協
議
会

☎
０
１
９
７—

８２—

３
２
８
４

１
０
０
３
７
４
３

催　
し

■
子
育
て
か
ら
少
し
離
れ
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　『
ハ
ン
ド
＆
ヘ
ッ
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
』

日
時　
１０
月
２４
日（
月
）
　
午
前
１０
時
１５
分

～
１１
時
３０
分

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室
３

対
象　
子
育
て
中
の
マ
マ

定
員　
１５
人　
　

費
用 

５
０
０
円

申
込
期
限　
１０
月
１７
日（
月
）

託
児　
申
し
込
み
時
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

横
手
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３２—

２
４
２
６

■
移
動
子
育
て
サ
ロ
ン

日
時　
１０
月
２１
日（
金
）
　
午
前
１０
時
～
１１

時
３０
分　

場
所　
あ
さ
く
ら
館

対
象　
主
に
未
就
園
児
と
そ
の
家
族

内
容　
小
麦
粉
ね
ん
ど
で
あ
そ
ぼ
う

横
手
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３２—

２
４
２
６

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
参
加
者
募
集

日
時　
①
１１
月
１１
日（
金
）
　

②
１１
月
18

日（
金
）※
２
日
間
受
講

両
日
午
後
６
時
３０
分
～
８
時

場
所　
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
令
和
５
年
２
月
～
４
月
に
出
産

予
定
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の
家
族

内
容　

①
大
切
な
い
の
ち
の
話
、
赤

ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
見
学
、
パ

パ
の
妊
婦
体
験　

②
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世

話
の
仕
方
、
妊
娠
中
の
食
事
、
赤
ち
ゃ

ん
の
む
し
歯
予
防　
　

費
用　
無
料

定
員　
先
着
１２
組（
１
組
２
人
ま
で
）

申
込
期
限　
１１
月
４
日（
金
）

健
康
推
進
課
☎
３３—

９
６
０
０

１
０
０
５
８
９
９

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

日
時　
１０
月
１７
日（
月
）
　
午
前
１０
時
１０
分

～
１１
時
４５
分

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
２
階
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象　
医
師
・
助
産
師
か
ら
運
動
許
可

の
出
て
い
る
妊
婦
さ
ん
、
子
育
て
中
の
方

定
員　
先
着
７
人　

費
用 

５
０
０
円

持
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
ヨ
ガ

マ
ッ
ト
ま
た
は
大
判
タ
オ
ル
、
汗
拭
き

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
期
限　
１０
月
１０
日（
月
）

託
児　
あ
り（
妊
婦
さ
ん
の
み
）

横
手
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
32—

２
４
２
６

■
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
会『
お
ち
ゃ
っ
こ
会
』

　

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
方
が
対
象
で
す
。

子
育
て
の
こ
と
や
自
身
の
こ
と
、
何
で

も
い
い
か
ら
口
に
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　
１０
月
２３
日（
日
）午
前
１０
時
～
正
午

場
所　
旭
ふ
れ
あ
い
館

定
員　
３
組
※
子
ど
も
の
同
伴
可

費
用　
無
料

申
込
期
限　
１０
月
１７
日（
月
）

横
手
市
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
☎
３２—

２
４
２
６

■
上
司
が
変
わ
れ
ば
組
織
が
変
わ
る
！

　『
イ
ク
ボ
ス
の
ス
ス
メ
』講
演
会

日
時　
１１
月
１
日（
火
）午
後
３
時
～
５

時場
所　
市
役
所
条
里
南
庁
舎
講
堂

定
員　
５０
人　
　

費
用　
無
料

申
込
期
限　
１０
月
２４
日（
月
）

地
域
づ
く
り
支
援
課
☎
３５—

２
１
５
８

１
０
０
３
０
４
０

■
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
よ
る
人
身
被
害
を

防
止
す
る
た
め
に
気
を
つ
け
る
こ
と

《
山
に
入
る
と
き
は
》

　

ク
マ
の
活
動
が
活
発
な
日
の
出
や
日

没
時
を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
で
き
る
だ

け
複
数
人
で
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
鳴
ら
し

な
が
ら
歩
き
、
ク
マ
よ
け
ス
プ
レ
ー
な

ど
の
護
身
グ
ッ
ズ
を
携
帯
し
ま
し
ょ

う
。
ク
マ
も
山
菜
や
キ
ノ
コ
を
食
べ
る

た
め
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
を
採
る
際
は
周

囲
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら
》

　
ク
マ
の
動
き
に
注
意
し
て
ゆ
っ
く
り

と
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。
子
グ
マ

の
そ
ば
に
は
必
ず
親
グ
マ
が
お
り
、
守

ろ
う
と
す
る
の
で
非
常
に
危
険
で
す
。

絶
対
に
近
づ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

《
ク
マ
を
お
び
き
寄
せ
な
い
た
め
に
》

　
食
品
や
果
樹
な
ど
を
野
外
に
放
置
せ

ず
、
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
る
こ
と
。
ク
マ
の

隠
れ
家
に
な
り
そ
う
な
場
所
や
、
見
通

し
の
悪
い
や
ぶ
は
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

農
林
整
備
課
☎
３２—

２
１
１
４

１
０
０
３
８
０
４

お
知
ら
せ

■『
よ
こ
て
発
酵
テ
ー
リ
ン
グ
プ
レ
ミ

ア
ム
付
き
飲
食
券
』販
売
！

　

加
盟
店
で
使
え
る
２
千
円
分
の
飲
食

券
が
１
千
円
で
買
え
る
お
得
な
飲
食
券

を
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
当
日
に
本
部

（
中
央
町
）で
先
着
２
２
０
名
様
に
販
売

し
ま
す
。

【
秋
の
味
覚
Ｄ
Ｅ
乾
杯
！
中
央
町
】

日
時　
10
月
２１
日（
金
）午
後
５
時
～
９
時

内
容　
サ
ン
マ
焼
き
の
ふ
る
ま
い
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
大
抽
選
会
な
ど

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

飲
食
券
利
用
期
限　
１１
月
３０
日（
水
）

横
手
中
央
町
活
性
化
協
議
会（
横
手

商
工
会
議
所
内
） ☎
32—

１
１
７
０

■
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
制
度

　

こ
の
給
付
金
は
、
公
的
年
金
な
ど
の

収
入
や
そ
の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準

額
以
下
の
年
金
受
給
者
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。
新

た
に
対
象
に
な
る
方
に
は
お
知
ら
せ
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
封
の
は
が

き
に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
各
種
年
金
を
受
給
し
始

め
る
方
に
つ
い
て
は
、
請
求
手
続
き
と

併
せ
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
中
の

65
歳
以
上
で
、
世
帯
員
全
員
が
市
民
税

非
課
税
か
つ
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所

得
額
の
合
計
が
88
万
１
２
０
０
円
以
下

の
方　

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎

年
金
を
受
給
中
で
、
前
年
の
所
得
額
が

４
７
２
万
１
千
円
以
下
の
方

日
本
年
金
機
構
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０—

０５—

４
０
９
２

１
０
０
２
９
５
７

■『
国
の
教
育
ロ
ー
ン
』（
日
本
政
策

金
融
公
庫
）の
ご
案
内

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在

学
中
に
か
か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公

的
な
融
資
制
度
で
す
。
お
子
さ
ま
１
人

に
つ
き
３
５
０
万
円
以
内
を
固
定
金
利

年
１
・
８
０
㌫
で
利
用
で
き
、
在
学
期

間
内
は
利
息
の
み
の
返
済
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
『
国
の
教
育

ロ
ー
ン
』
で
検
索
、
ま
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０—

０
０
８
６
５
６

■
令
和
５
年
の
検
察
審
査
員
候
補
者
に

は
１１
月
中
旬
ご
ろ
に
通
知
が
届
き
ま
す

　

検
察
審
査
会
制
度
は
、
検
察
官
が
事

件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
の
よ

し
あ
し
を
、
有
権
者
の
中
か
ら
く
じ
で

選
ば
れ
た
検
察
審
査
員
が
審
査
す
る
制

度
で
す
。
検
察
審
査
員
候
補
者
は
、
裁

判
員
候
補
者
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　

大
曲
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
１
８
７—

６３—

２
０
３
３

■
県
で
は
不
正
軽
油
撲
滅
の
た
め
の

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

　

10
月
は『
不
正
軽
油
一
掃
強
化
月
間
』

で
す
。
不
正
軽
油
の
製
造
や
使
用
は
脱

税
や
環
境
汚
染
に
つ
な
が
る
悪
質
な
行

為
で
す
。
事
業
所
へ
の
立
ち
入
り
や
自

動
車
燃
料
の
抜
き
取
り
な
ど
、
調
査
の

際
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

秋
田
県
税
務
課

☎
０
１
８—

８
６
０—

１
１
２
４

令和５年度横手市奨学金奨学生追加募集

【問合せ】学校教育課☎32-2414　HP1007152

◆申込資格／来年度、高等学校・大学などに進学を
希望する学生で、保護者が市内に住所を有している
など、一定の要件を満たしている方
◆貸付金額／①高等学校、中等教育学校の後期課程、
高等専門学校　月額 2万円　
②大学、短大、専門課程を置く専修学校　月額５万円
◆申込期限／令和５年２月２８日（火）
※貸付予定者数に達した場合は終了します

掲載している内容は、感染症などの状況により中止または変更となる場合がありますぐるっと情報通　　　問 問合せ　HP 市ホームページの『ページID検索』で、お知らせ内の７桁の数字を検索することでページをご覧いただけます

『鬼灯の冷徹』全原画収蔵記念展『鬼灯の冷徹』全原画収蔵記念展
　2011 年、週刊モーニング誌（講談社）で連載がスター
トした江口夏実によるマンガ『鬼灯の冷徹』。大人気
のまま2020年に完結を迎え、この度その全原画が横手
市増田まんが美術館に収蔵されました。これを記念し
て『鬼灯の冷徹』全原画収蔵記念展を開催します。
会期／10月8日（土）～令和５年1月15日（日）
※10月18日、11月14日～18日、12月20日は休館
時間／午前10時～午後６時※最終入場午後５時30分
観覧料／大人 1,000 円、高校生 700 円、中学生 500 円、
小学生 300 円、未就学児無料

【問合せ】横手市増田まんが美術館
☎45-5569 © 江口夏実／講談社

市報よこて　2022.10 14市報よこて　2022.1015



■
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
料
理
教
室

日
時　
10
月
１５
日（
土
）午
前
９
時
30
分
～

内
容　
栗
お
こ
わ
、か
ぼ
ち
ゃ
羊
羹
、く
る

み
と
豆
腐
の
和
え
物
、秋
鮭
の
ム
ニ
エ
ル

定
員　
15
人（
申
し
込
み
多
数
は
抽
選
）

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記

用
具
、
マ
ス
ク
、
タ
ッ
パ
ー（
会
場
で

の
試
食
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
込
み　
１０
月
４
日（
火
）
　
午
前
９
時
～

午
後
５
時　
　

費
用　
１
１
０
０
円

南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
☎
26-

３
８
８
０

■
初
心
者
向
け
手
話
教
室

日
時　
１０
月
２１
日（
金
）午
後
６
時
３０
分

～
８
時
３０
分

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室
２

定
員　
先
着
１０
人　
　

費
用　
無
料

注
意
事
項　
口
の
動
き
や
表
情
を
読
み

取
る
た
め
、
教
室
中
は
マ
ス
ク
を
外
す

こ
と
が
あ
り
ま
す

県
平
鹿
地
域
振
興
局
福
祉
環
境
部

☎
４５—

６
１
３
７

■
消
費
生
活
セ
イ
フ
テ
ィ
講
座

日
時　
１０
月
１８
日（
火
）午
後
１
時
３０
分

～
３
時

場
所　
２

Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室
３

内
容　
講
演
『
今
さ
ら
聞
け
な
い
健
口

づ
く
り
の
新
？
常
識
』

講
師　
秋
田
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

田
所
大
典
氏

定
員　
先
着
３０
人　
　

費
用　
無
料

申
込
期
限　
１０
月
１１
日（
火
）

秋
田
県
生
活
セ
ン
タ
ー
南
部
消
費
生

活
相
談
室
☎
４５—

６
１
０
３

■
秋
田
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
横
手
支

部
研
修
会『
発
達
障
が
い
の
正
し
い
理
解
』

日
時　
１０
月
２８
日（
金
）午
後
２
時
～
４

時
３０
分

場
所　
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

内
容　
医
療
関
係
者
・
福
祉
関
係
者
に

よ
る
講
演
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
５０
人　
　

費
用　
無
料

生
活
訓
練
施
設
の
ぞ
み

☎
３２—

６
７
２
６

■
秋
田
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
公
開
講
座

①
ペ
ス
ト
の
古
今
東
西
―
歴
史
・
文
学
・

美
術

日
時 

１０
月
２０
日
～
１２
月
１
日
の
木
曜

午
後
６
時
～
７
時
３０
分（
１１
月
３
日
除
く
）

会
場
定
員　
先
着
１０
人

申
込
期
限　
１０
月
１３
日（
木
）

②
健
診（
検
診
）を
受
け
た
だ
け
で
安
心

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

日
時　
１１
月
１１
日
・
１８
日（
金
）正
午
～

午
後
１
時
３０
分

対
象　
健
康
診
断
を
受
診
す
る
20
代
か
ら

60
代
の
方　
　

会
場
定
員　
先
着
８
人

申
込
期
限　
１１
月
７
日（
月
）

　《
共
通
事
項
》

受
講
方
法・申
込
方
法　

会
場
で
受
講

す
る
方
は
秋
田
大
学
横
手
分
校
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
Ｚｏ
ｏ
ｍ
で

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
す
る
方
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

会
場　
２

Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室

費
用　
無
料

秋
田
大
学
横
手
分
校
☎
３８—

８
３
０
４

■
秋
田
大
学
横
手
分
校
公
開
講
座

　『
横
手
の
野
鳥
を
訪
ね
て
』秋
編

日
時　
①
座
学
／
１０
月
３０
日（
日
）午
前

１０
時
～
１１
時
３０
分　

②
観
察
／
１１
月
６

日（
日
）午
前
８
時
３０
分
～
正
午

場
所　
①
２

Y
ぷ
ら
ざ
３
階
研
修
室
１

②
市
内
各
所
で
野
鳥
の
観
察

講
師　
秋
田
大
学
横
手
分
校
長（
日
本

野
鳥
の
会
秋
田
県
支
部
長
）佐
々
木
均

対
象　
小
学
生
以
上
で
両
日
と
も
参
加

で
き
る
方

定
員　
先
着
１０
人　
　
費
用　
無
料

申
込
期
限　
１０
月
２１
日（
金
）

秋
田
大
学
横
手
分
校
☎
３８—

８
３
０
４

■
作
家
・
鈴
木
光
司
氏
が
横
手
で

　『
子
育
て
』を
語
る
！

　
『
リ
ン
グ
』『
ら
せ
ん
』
シ
リ
ー
ズ
で

有
名
な
鈴
木
光
司
氏
は
、
実
は
文
壇

き
っ
て
の
イ
ク
メ
ン
！　

楽
し
く
て
た

め
に
な
る
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
１１
月
１２
日（
土
）
　
午
後
１
時
～
２

時
３０
分

場
所　
市
役
所
条
里
南
庁
舎
講
堂

定
員　
１
０
０
人　
　

費
用　
無
料

申
込
期
限　
１０
月
３１
日（
月
）

地
域
づ
く
り
支
援
課
☎
３５—

２
１
５
８

１
０
０
３
０
４
０

■
う
ら
か
ら
横
手
②
参
加
者
募
集
！

　『
山
ま
つ
り
梵
天
唄
と
信
仰
の
山
々
』

　

今
年
没
後
50
年
と
な
る
増
田
地
域
出

身
の
石
田
民
三
監
督
が
、
80
年
前
に

撮
っ
た
映
画
『
山
ま
つ
り
梵
天
唄
』。

ロ
ケ
地
の
醍
醐
明
沢
周
辺
を
、
作
品
の

解
説
や
該
当
場
面
の
視
聴
を
し
な
が
ら

約
３
㌔
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
め
ぐ
り
ま
す
。

日
時　
10
月
１５
日（
土
）午
前
９
時
～
正
午

集
合
場
所　
ゆ
っ
ぷ
る
駐
車
場

定
員　
先
着
20
人　
　

費
用　
無
料

申
込
期
限　
１０
月
７
日（
金
）

文
化
振
興
課
☎
２３—

６
７
６
７

１
０
０
８
２
４
５

講　
座

■
市
民
大
学
講
座『
旧
片
野
家
所
蔵
品

か
ら
み
る
横
手
ゆ
か
り
の
書
人
』

日
時　
１１
月
６
日（
日
）午
前
９
時
３０
分

～
正
午

場
所　
旧
片
野
家
住
宅（
羽
黒
町
10
番

20
号
）※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

内
容　
書
道
家
・
長
沢
薫
氏
に
よ
る
講

演
お
よ
び
揮き

ご
う毫

実
演

定
員　
先
着
２０
人

申
込
期
限　
１０
月
３１
日（
月
）

文
化
振
興
課
☎
２３—

６
７
６
７

１
０
０
７
２
０
３

■
愛
犬
と
い
っ
し
ょ
に
体
験

　『
避
難
時
対
応
＆
し
つ
け
方
練
習
会
』

日
時　
１０
月
１６
日（
日
）午
前
１０
時
～
11

時
３０
分
※
小
雨
決
行　
　

場
所　
平
鹿
地
域
振
興
局
庁
舎
玄
関

内
容　
愛
犬
と
の
暮
ら
し
で
必
要
な
基

本
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
災
害
時
の
同
行
避

難
に
最
低
限
必
要
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

犬
の
飼
い
方
の
個
別
相
談
、
狂
犬
病
予

防
注
射
接
種（
臨
時
会
場
）

費
用　
無
料

申
込
期
限　
１０
月
１３
日（
木
）

横
手
保
健
所
☎
４５—
６
１
３
９

■
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
活
用
講
座

【
１０
月
１９
日（
水
）】

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分
／
２

Y
ぷ
ら
ざ

②
午
後
２
時
～
３
時
30
分
／
山
内
地
域
局

【
１０
月
２６
日（
水
）】

①
午
前
10
時
～
11
時
30
分
／
十
文
字
地

域
局

②
午
後
２
時
～
３
時
30
分
／
増
田
地
域
局

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

内
容　
ス
マ
ホ
を
使
っ
た
基
本
的
な
操

作
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
な
ど

持
ち
物　
ご
自
身
の
ス
マ
ホ
、
個
人
番

号
通
知
書
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

定
員　
各
先
着
５
人　
　

費
用　
無
料

申
込
期
間　
１０
月
３
日（
月
）～
１７
日（
月
）

情
報
政
策
課
☎
35—

２
１
６
６

■
横
手
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
講
習
会

日
時　
①
１０
月
１９
日（
水
）
　

②
１１
月
８

日（
火
）
　

各
日
午
前
１０
時
～
正
午

内
容　
①
子
ど
も
の
身
体
の
発
育　

②
小
児
看
護
の
基
礎
知
識

対
象　
ど
な
た
で
も　
　

費
用　
無
料

申
込
期
限　
①
１０
月
１２
日（
水
）
　

②
１１

月
１
日（
火
）

横
手
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
本
部
☎
35—

７
２
１
１

掲載している内容は、感染症などの状況により中止または変更となる場合がありますぐるっと情報通　　　問 問合せ　HP 市ホームページの『ページID検索』で、お知らせ内の７桁の数字を検索することでページをご覧いただけます

　１０月１７日～２３日は『行政相談週間』です。行政
相談委員が国の仕事などへの意見や要望を受け付
け、市民の皆さんと関係行政機関との間に立って
解決を図ります。相談無料、秘密は厳守します。

行政に関する困りごとは行政相談委員へ！
１０月は特設行政相談所を開設します

開設日 時　間 会　場

17日（月）
10：00～12：00 十文字地域局
10：00～15：00 横手中央公民館

18日（火）　9：30～12：00 増田地域局
19日（水）10：00～12：00 大雄地域福祉センター
21日（金）10：00～15：00 朝倉公民館

22日（土）
　9：30～12：00 大森コミュニティセンター
10：00～11：30 平鹿地域局
13：00～15：00 山内公民館

23日（日）10：00～15：00 旭公民館

28日（金）
13：00～15：00 Ｙ２ぷらざオープンスペース
13：30～15：00 大沢公民館

【問合せ】秋田行政監視行政相談センター
☎018-824-1426　HP1002775

城下町の魅力を体験しませんか？
横手城下歴史ウィーク

【問合せ・申込み】文化振興課☎23-6767　HP1008449

　１１月１日（火）～６日（日）の期間、横手城下に起
源をもつ四季折々の伝統行事とともに、今も息
づく城下町の記憶を体感するさまざま
なイベントを開催します。詳しくは市
ホームページをご覧ください。
◆音の拡張現実アプリ『きくあるく横手城下』
体験モニター募集
　横手出身の声優・米内佑希さんの音声ガイドで
横手城下のまちなみをめぐります。
※１０月２８日（金）まで二次元コードから要申し込み
◆旧片野家住宅（羽黒町 10-20）一般公開
日時／各日午前９時～午後４時※申し込み不要
主な協賛企画／３日（木・祝）　ミニコンサート
６日（日）　庭園小市（コーヒー・菓子などのマー
ケット）ほか
◆うらから横手③横手城下の羽州街道をあるく
日時／１１月５日（土）午前９時～正午
集合場所／横手公園牛沼駐車場
※定員２０人、１０月２８日（金）まで電話で要申し込み
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まちの話題を写真でお伝えします。

　大雄地域の交通死亡事故ゼロ３，０００日が達成され
たことをたたえ、大雄地域交通安全対策協議会へ表
彰状が贈られました。今後も引き続き関係機関と連
携して交通安全活動に取り組み、交通死亡事故ゼロ
をさらに継続することを誓いました。

８月１７日　大雄地域交通死亡事故ゼロ３，０００日達成
交通死亡事故ゼロの継続を誓う

　雄物川福地地区火災予防組合は、同地区に居住す
る女性を中心に構成されており、消防団や関係機関
と連携しながら、自主的な火災予防活動および防災
活動を行っています。この度、福地地区の集落会館
5カ所に発電機などの防災備品を整備しました。

雄物川福地地区火災予防組合　コミュニティ助成事業
宝くじ助成金で防災備品を整備

◀宝くじの社会貢献広
報事業として、宝くじ
の受託事業収入を財源
とするコミュニティ助
成事業を活用して整備
しました。

　秋田県と横手市は自動車用部品の製造を行う株式
会社東海理化（愛知県丹羽郡大口町）と立地協定を締
結。同社として東北で初の生産拠点となる新会社
は、令和７年に横手第二工業団地で操業開始の予定
です。従業員の雇用など今後さらなる地域活性化が
期待されます。

９月２日　立地協定締結式
㈱東海理化が横手市に進出

　大森地域での水害を想定して行われた防災訓練。
川西地区の４つの自主防災会を中心に地域住民が参
加し、感染症に留意した避難所の開設・運営などを
行いました。訓練の最後には、参加者同士が訓練で
見えた課題を話し合い、災害発生時の避難手順や関
係団体との連携強化の重要性を確認しました。

８月２８日　横手市総合防災訓練
住民の防災意識の高揚を図る

　環境問題を考えるきっかけにと開催されたエコラ
イフフェスタ。Y²ぷらざを会場に、親子でリンゴの
木を使ったアイスのスプーンを作ったり、うちわで
風を起こし風力発電の原理を体験したりしました。

８月21日　エコライフフェスタ
親子で楽しみながらエコ体験

各分野で活躍された皆さんをご紹介します

秋田県中学校秋季水泳競技大会　水泳男子１００㍍平泳ぎ　第２位　佐川央泰さん（十文字中）　水泳男子４００㍍個人メドレー　第２位、２００㍍個人メドレー　第３位　佐々木　優さん（横手南中）

第35回秋田県ミニバスケットボール夏季大会　男子　第２位　雄物川男子ミニバスケットボールスポーツ少年団
ナイスカップ第５２回秋田県小学校クラブ野球大会　第３位　旭栄野球スポーツ少年団
ＪＦＡ第２８回全日本Ｕ-１５フットサル選手権大会秋田県大会　第２位　十文字ＦＣジュニアユース
第５８回全日本合唱コンクール秋田県大会　中学校部門　銀賞　横手南中　小学校部門　銀賞　横手南小

男子５年１００㍍　第２位
照井日々喜さん（旭小）

第２位
旭栄野球スポーツ少年団

中学校の部　金賞
横手南中

小学３年生女子形　敢闘賞
髙𣘺依里さん（横手支部）

男子４年生以下シングルス　優勝
斉藤　翔さん

（横手バドミントンジュニアスポーツ少年団）

エキスパート競技ジュニア部門　優勝
AYS-ASANTE

（小松湊悟さん・吉本　稟さん　横手清陵学院中）

小学３年生女子組手　敢闘賞
岩舘李穂さん（横手支部）

女子３年生以下シングルス　優勝
井上葵惟さん

（横手バドミントンジュニアスポーツ少年団）

ミドル競技ジュニア部門　優勝
AYS-MIZINKO

（佐貫誉太郎さん・河村冴斗さん　横手清陵学院中）

小学２年生男子形　第２位
小学２年生男子組手　第３位
梅山颯斗さん（横手支部）

小学６年生男子形　第３位
石井健介さん（横手支部）

小学６年生男子形　第３位
泉田歩夢さん（横手支部）

陸上男子共通４００㍍　優勝
細谷　善さん（平鹿中）

水泳男子２００㍍自由形　第２位
佐々木俊飛さん（横手南中）

バレーボール男子　第３位
横手明峰中

第３８回全国小学生
陸上競技交流大会

第２６回東北学童軟式野球大会

第８９回NHK全国学校音楽コンクール
秋田県コンクール

文部科学大臣杯
第６４回小学生・中学生全国空手道選手権大会

第２８回東北小学生バドミントン大会秋田県予選 WRO2022  Japan  秋田県大会

第１０回東北少年少女空手道選手権大会

東北中学校体育大会

ミドル競技ジュニア部門　第８位
AYS-MIZINKO

（佐貫誉太郎さん・河村冴斗さん　横手清陵学院中）

WRO2022  Japan
決勝大会 in 浜松

男子５年生以下シングルス　第２位　井上稜惺さん（横手バドミントンジュニアスポーツ少年団）
女子６年生以下ダブルス　第２位　佐々木莉生さん・岡本まあやさんペア

（横手バドミントンジュニアスポーツ少年団）
女子１年生シングルス　第３位　小泉凪桜さん（横手バドミントンジュニアスポーツ少年団）

ミドル競技ジュニア部門　第２位　AYS-TY（栁沼智之さん・竹村紗帆さん　横手清陵学院中）
　　　　　　　　　　　 第３位　AYS-１BGS（鈴木楓土さん・後藤優多さん　横手清陵学院中）

小学校の部　銅賞　雄物川小
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。

針生皮膚科内科医院
福嶋　孝子　医師

横手市医師会HP
http://yokote-ishikai.sakura.ne.jp/

◆最寄りの図書館で全ての館の蔵書を借りることができます。【問合せ】お近くの図書館または図書館課☎２２-2300◆

８日（土）十文字　９日（日）横手
１５日（土）増田・平鹿　１６日（日）雄物川・大森

１０月のおはなし会　１０：３０開始、３０～６０分程度

　横手市立図書館・公民館図書室８カ所で本を借り
てスタンプ６つを集めるとゴール！
　ゴールして応募された方の中から１０名様に特賞
が当たります。スタンプ３つのプチゴールでも、
ちょっぴりプレゼントを差し上げます。

１１月１３日まで！　としょかんスタンプラリー開催中

大切な人を亡くした人の
気持ちがわかる本

４７都道府県の郷土玩具
①北海道地方・東北地方

　地域の風土や風習から生まれ
た、北海道と東北６県の代表的な
郷土玩具の特徴や由来について解
説しています。横手市の中山人形
とぼんでんも紹介されています。

　喪失体験で生じる感情を『グ
リーフ』といいます。大切な人を
亡くした人への寄り添い方がグ
リーフケアとして書かれ、イラス
トも多く分かりやすい 1冊です。

日本玩具博物館・井上重義　監修／大月書店

髙橋聡美　著／法研

図書館・図書室の休館日は２ページでご確認ください。
図書館ＨＰはこちら→

子ども向け
おススメ本

　秋の『読書週間』は、文化
の日を挟んだ１０月２７日から１１
月９日の２週間、終戦の２年
後の１９４７年から７０年以上続い
ています。秋田県が定める
『県民読書の日』に合わせ、
毎月最初の平日は休館日です
が、11月１日は開館します。
　今年は『全国発酵食品サ
ミットｉｎよこて』の開催も控え、各図書館でもさ
まざまな企画展示を行っています。この機会にぜ
ひ、発酵のことを知るために図書館へ足を運んでみ
ませんか？

11月1日は県民読書の日のため特別開館します

大人向け
おススメ本

●食材紹介
新山　肇さん

（有限会社新山食品加工場  代表取締役）

　平鹿地域で『里見のこう
じ屋』と親しまれているみ

そ屋です。当店の味噌たまりは、大豆に対
して３倍の量の米をこうじにして作り、ふ
た夏じっくり熟成させる自慢の一品です。
しょうゆの代わりに、まろやかな風味の味
噌たまりをぜひ使ってみてください！

●レシピ紹介
寺田　真弓さん

（横手市食生活改善推進協議会横手支部）

　味噌たまりは濃口しょう
ゆで代用可能です。紫タマ

ネギの代わりに長ネギやニラなどお好みの
具材でアレンジして楽しむことのできるド
レッシングです。豆腐や冷しゃぶ、カル
パッチョなどにかけて食べるのがおすすめ
です。

●材料（作りやすい分量）
干しエビ…大さじ２　　【A】酢…………………大さじ２
ピーマン………½個　　　　　　　　味噌たまり………大さじ２
紫タマネギ……¼個　　　　　　　　みりん………大さじ１と½
　　　　　　　　　　　　　おろしニンニク…大さじ１

●作り方
①干しエビに 60㍉㍑の熱湯を加え、10 分ほどおく。
②ピーマンと紫タマネギは薄切りにする。
③①に②とAを加え、30 分くらいなじませる。

●おすすめの食べ方

食べる和風ドレッシング
【栄養士さんから】味噌たまりのコクと干しエビの
うまみで減塩でもおいしく食材を引き立ててくれま
す。
【材料¼量の栄養量／エネルギー４７㌔㌍　たんぱく質３.２㌘　脂質0.２㌘　食塩相当量１.４㌘】

横手の食材編

『食と農からのまちづくり』ＨＰで『横手の食材編』
バックナンバーとレシピを公開しています。

ぜひご覧ください。

冷やっこ 冷しゃぶサラダ

　横手の農業が最盛期を迎えた中、ＪＡ秋田ふるさ
ととの企画で、友人と共に横手の農を発信する動画
を制作しました！　地域おこし協力隊として１年の
節目に活動の成果を形として残すことができ、安

あん

堵
ど

の胸をなでおろしています。
　今回の撮影には鳳中学校時代の同級生たちが協力
してくれました。大人になって再会し、地域の方々
と笑い合いながら撮影できたことは、地元で地域お
こし協力隊になることを選択した自分を、気付けば
自分自身で鼓舞する結果となりました。
　制作した動画は、撮影の裏側を含めて『n

ノ ー ト

ote』に
まとめていますので、ぜひのぞいてみてください。
ＪＡ秋田ふるさとのホームページからもご覧いただ

けます。
　また、横手市園芸振興拠点センターでは 3 年ぶ
りとなる『フィールドデー』が開催されました。多
くの方々にご来場いただき、スタッフの一員として
も満足する結果となりました。子どもたちに大人気
だったＧＰＳトラクター、私も乗りたかったなぁ～！

地域おこし協力隊通信

「オイシイって、楽しい！」をシェアハピ★

横手市地域おこし協力隊　吉成　翼
（横手市役所所属）

▲オリンピアン向川桜子選手と農
業体験へ

▲シャイニンガーとのじゃんけん
大会ｉｎフィールドデー

吉成隊員の活動は
こちらから

Ｉｎｓｔａｇｒａｍ▶

吉成隊員が制作した
動画はこちらから

ｎｏｔｅ▶
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雄物川保育園（雄物川）きりん組醍醐保育園（平鹿）ゆり組 雄物川保育園（雄物川）きりん組

樽見内保育園（平鹿）ばら組醍醐保育園（平鹿）ゆり組
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用
が
進
ん
で

い
ま
す
。
市
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
の
一
つ
と
し
て
、
10
月
か
ら

行
政
手
続
き
の
一
部
を
オ
ン
ラ
イ

ン
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
市

民
の
皆
さ
ん
が
庁
舎
を
訪
れ
る
こ

と
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

手
続
き
が
で
き
、
よ
り
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
来
庁
で
の

手
続
き
も
継
続
し
て
い
ま
す
の

で
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ

ス
、
手
続
き
の
基
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
住
民
の
方
々
の
住
所
を
登

録
す
る
住
民
登
録
で
す
。
住
民
登

録
さ
れ
る
台
帳
は
そ
の
昔
、
住
民

台
帳
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
正

倉
院
に
は
、
奈
良
時
代
に
東
大
寺

を
建
立
し
た
聖
武
天
皇
の
遺
愛
品

な
ど
の
宝
物
の
ほ
か
古
文
書
が
収

め
ら
れ
、
そ
の
中
に
は
住
民
台
帳

に
相
当
す
る
『
籍
帳
』
と
い
わ
れ

る
も
の
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

続
柄
な
ど
が
細
か
く
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
時
代
か
ら
現
代
と
ほ
ぼ

同
じ
内
容
を
記
録
し
て
い
た
こ
と

に
感
心
し
ま
す
。

さ
て
10
月
１
日
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ

ン
ビ
ニ
で
住
民
票
や
税
証
明
な
ど

の
証
明
書
を
取
得
し
た
場
合
、
市

役
所
の
窓
口
で
取
得
す
る
よ
り
も

手
数
料
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
本
人
確
認
に

使
用
で
き
る
ほ
か
、
今
後
デ
ジ
タ

ル
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
公
平
・

公
正
に
行
き
渡
ら
せ
る
た
め
の
土

台
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
だ
取
得

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
と
も

取
得
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
正
倉
院　
７
５
６
年
に
作
ら
れ

た
奈
良
市
に
あ
る
校あ

ぜ
く
ら
づ
く
り

倉
造
の
大
規

模
な
倉
庫
。

歴 史 好 き 市 長 の つ ぶ や き

歴史好き市長のつぶやき　〈第８１回〉　　　　　横手市長　　髙　橋　　大

▲私の文書決裁もオンライン化され、電子決裁と
なりました

　

今
年
か
ら
校
外
活
動
と
し
て
も

『
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
を
披

露
し
始
め
た
横
手
高
校
書
道
部
。

菅
原
和か

ず
き希

部
長
、
小
形
結ゆ

い衣
副
部

長
、
渡
辺
菜な

う羽
さ
ん
に
書
道
の
魅

力
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

２
学
期
か
ら
新
校
舎
で
の
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
旧
校
舎

で
は
空
き
教
室
を
見
つ
け
て
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
書

道
部
専
用
の
部
屋
が
あ
る
た
め
、

や
る
気
が
上
が
り
ま
す
！　

書
道

部
の
主
な
大
会
は
『
全
県
高
校
席

書
大
会
』
と
『
秋
田
県
高
等
学
校

総
合
美
術
展
』
で
、
今
年
の
席
書

大
会
で
は
、
昨
年
に
続
き
一
等

と
二
等
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
書
道
の
魅
力
は
、『
楷か

い
し
ょ書

』

『
行ぎ

ょ
う
し
ょ書

』『
草そ

う
し
ょ書

』『
隷れ

い
し
ょ書

』『
篆て

ん
し
ょ書

』

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
や
、
日

本
語
に
は
な
い
文
字
に
も
触
れ
、

そ
れ
ら
を
自
分
な
り
に
表
現
で
き

る
点
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
本
格
的
に
書
道
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
取
り
組
み
始

め
、
動
画
を
見
た
り
、
他
校
の
書

道
部
か
ら
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
自
分
た
ち
で
構
成
や
振
り
付

け
を
考
え
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は
部
員

同
士
の
意
見
が
合
わ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で
役
割
を

分
担
し
な
が
ら
一
つ
の
作
品
を
作

り
上
げ
る
こ
と
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。
８
月
１５
日
に
開
催

さ
れ
た『
二
十
歳
の
つ
ど
い
』で
は
、

多
く
の
成
人
の
皆
さ
ん
の
前
で
披

露
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
緊

張
し
ま
し
た
が
、
や
り
遂
げ
た
こ

と
に
心
か
ら
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

今
、
横
手
高
校
書
道
部
に
は
新

た
に
『
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
甲

子
園
』
に
出
場
す
る
と
い
う
目
標

が
で
き
ま
し
た
。
歴
史
は
ま
だ
ま

だ
浅
い
け
れ
ど
、
自
分
た
ち
で
土

台
を
作
り
、
新
た
な
伝
統
を
築
く

た
め
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
夢

に
向
か
っ
て
い
き
ま
す
。

横手高校　編
書道部（男子２人　女子１５人）

▲『二十歳のつどい』では、渾身のパフォー
マンスをお見せすることができました

▲ (左から ) 菅原部長、小形副部長、渡辺さん。新し
い環境で、新たな歴史を作っていきます

市内の高校生たちを応援‼
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※新型コロナウイルス感染症の影響で、中止・延期・変更になる場合がありますのでご了承ください。

　『みでたんしぇ』は、市民の活動やイベント情報を掲載
するコーナーです。掲載を希望する場合は、市ホーム
ページ（ＩＤ１００３７６６）のてびきをご確認の上、発行日（毎
月１日）の『１カ月前まで』に内容がわかるものを秘書広
報課にお寄せください。※スペースの都合により全て掲
載できない場合がありますのでご了承ください。

日日時　場場所　料料金　内内容　持持ち物　定定員　申申し込み　問問い合わせ

　展示会
■『みちのく和紙人形の会』展示会
日１０月７日（金）～１１日（火）、午前10
時～午後４時※初日は正午から、最
終日は午後３時まで
場Y２ぷらざ３階　料無料
問小田島さん☎３６-２３２２

■真美会『秋の美術展』
日１０月１４日（金）～１６日（日）、午前９
時～午後５時※初日は正午から、最
終日は午後４時まで
場Y２ぷらざ３階　料無料
問小野寺さん☎24-0386

　イベント
■増田高校農業クラブ
農産物をご自宅へ『増高便はじめます』
内高校生が育てた農産物をお届け
します。詳細・内容は
申し込み開始と同時に
同校ホームページに掲載
申１０月５日（水）午後４時～
問増田高校農業科学科
渡辺さん☎４５-２０７３

■新日本婦人の会横手支部
『１０月の小組（サークル）参加者募集』
【健康体操】
日１０月１１日・２５日（火）午前１０時～正午
場Y２ぷらざ３階
問阿部さん☎０９０-８９２４-３２８４
【生き生き体操】
日１０月２6日（水）午前１０時３０分～１１時
３０分　場南部男女共同参画センター
問大石さん☎０９０-１４９５-１６４９

■とっぴんぱらりのプー
第20３回『昔語りの会』
日１０月2２日（土）午後１時30分～
場こうじ庵（鍛冶町）　料無料
問菅原さん☎080-5225-5903

■日本将棋連盟横手支部
『月例将棋大会』
日１０月2３日（日）午前10時～
場横手市女性センター

料一般1,100円、学生800円（昼食・
５位まで賞品・参加賞付）
問小原さん☎33-3584

■ヒューマニティコミュニケーション
【自然を愛する皆さんの集い】
日１０月2３日（日）午後１時～
場煉瓦屋（寿町）
料1,000円（ケーキ・紅茶付）
内歌の好きな人集まれ、ギター弾
き語りライブ（出演：ビートリーブラ
ザーズ）※要申込
申問小松さん☎090-2996-9804

■ほろっとキッズ主催ほろっとキッズ主催
小学生対象『秋の野山で遊ぼう』小学生対象『秋の野山で遊ぼう』
日１０月２３日（日）午後１時～４時３０分
場秋田県立保呂羽山少年自然の家
料子ども２00円、大人３00円
定先着２０人※保護者参加可
申 １０月１４日までに、①氏名、②学
年、③年齢、④郵便番号と住所、
⑤電話番号を明記し、ファクス
（２２－４５１７）またはメール（hoikuen@
numaho.or.jp）で申し込み
問高橋さん☎２２-４５１１（沼館保育園内）

■第21５回南の館月例市民将棋大会
日１１月６日（日）午前10時～
場十文字B＆G海洋センター
料一般1,200円、高校生以下800円
（昼食・賞品・参加賞付）　定32人
問佐藤さん☎090-3365-2720

　コンサート
■横手フィルハーモニー管弦楽団
『第１３回定期演奏会』
日１１月６日（日）午後２時開演
場横手市民会館　料一般２，０００円（当
日５００円増）、高校生以下１，０００円※
未就学児入場不可　内曲目：交響詩
『海』・『ダフニスとクロエ』第２組
曲・ボレロほか、指揮：松井慶太
問筑波さん☎４２-０５６３

　サークル・教室
■『法輪功』気功教室
日1０月２日・９日・1６日・２３日・３０

日（日）、午後１時～３時
場醍醐公民館　料無料
問柿崎さん☎090-4888-1632
※初めての方は事前にご連絡ください

■弓道体験教室〈秋の巻〉
日１０月１６日（日）午後１時３０分～５時
場横手武道館　料無料　内初心者
（小学校４年生以上）・経験者各コース
持動きやすい服装、靴下
申１０月７日までに横手武道館
☎３３-７３０７に申し込み
問柴田さん☎0９０-２36５-３５０４

　相談会・お話会
■コーヒーサロン『和

な な

生』
日１０月４日・１８日、１１月１日（火）、
午前１０時～正午・午後１時～３時
場南部男女共同参画センター
料 無料
問小池田さん☎０90-2361-4687

■不登校の子を持つ親の会
日１０月１６日（日）午後１時３０分～
場サンサン横手　料200円
問宮川さん☎33-4993

■お酒の問題でお困りの方へ
『しゃるｗｅだん酒の会ｉｎ横手』
日１０月１９日（水）午前１０時～正午
場サンサン横手　料無料
問よしださん☎０８０－６５０８－６９２２
（午前１０時～午後４時）※電話相談可

■一人で悩まずご参加ください
『子育てを語るお父さんの会』
日１０月２１日（金）午後６時～９時
場サンサン横手　料200円
問さとうさん☎０90-7562-8667

■心の健康づくり相談会（予約制）
～自分・家族・職場のこと、何でも
ご相談ください～
日１０月２２日（土）午後１時～
場南部男女共同参画センター
料無料　申問（一社）日本産業カウン
セラー協会東北支部秋田県運営部
☎０８０－１６９４－０７６４

増田高校
ホームページ

〈
８
月
１６
日
～
９
月
１５
日
到
着
分
〉

●
交
通
指
導
隊
と
防
犯
指
導
隊
と

い
う
活
動
が
あ
る
の
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
制
服
の
感
じ
か
ら
警

察
官
に
見
え
て
し
ま
う
の
で
、
も

し
か
し
た
ら
ど
こ
か
で
そ
の
活
動

を
目
に
し
て
い
て
も
、
気
づ
い
て

い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

仕
事
の
傍
ら
、
地
域
の
安
全
安
心

を
守
る
た
め
に
頑
張
る
皆
さ
ん
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　
（
ひ
ろ
っ
ち
さ
ん
・
横
手
）

●『
図
書
館
さ
行
Ｇ
Ｏ
！
』の
コ
ー

ナ
ー
の
お
ス
ス
メ
本
を
毎
月
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
先
日
、
子
ど

も
た
ち
に
読
み
聞
か
せ
を
し
た
ら

「
ま
た
来
て
ほ
し
い
」
と
言
っ
て

も
ら
っ
て
、
す
ご
く
う
れ
し
く
感

動
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
本
選

び
を
楽
し
み
な
が
ら
、
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
笑
顔
に
な
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
（
ま
る
こ
マ
マ
さ
ん
・
十
文
字
）

●
よ
こ
て
市
民
応
援
商
品
券
が
届

き
ま
し
た
。
６
月
に
娘
が
生
ま

れ
、
娘
の
分
も
商
品
券
を
頂
け
ま

し
た
。
最
近
う
ち
の
子
は
絵
本
を

読
み
聞
か
せ
す
る
と
喜
ん
で
い
る

の
で
、
娘
に
絵
本
を
買
っ
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
横
手
市
に
住

ん
で
い
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
♫

　
　
（
星
凪
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
平
鹿
）

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
で
、
諦
め

て
い
た
物
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
う
一
人
分
く
ら
い
商
品

券
が
欲
し
い
な
と
思
っ
て
い
た
ら

第
二
弾
が
き
た
の
で
、
驚
き
ま
し

た
。
人
生
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い

な
と
さ
え
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と

も
っ
と
国
産
の
い
い
物
を
買
っ

て
、
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
さ
ん・増
田
）

●
８
月
14
日
、『
成
人
の
つ
ど
い
』

に
孫
が
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施

で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
残
念
に

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
開

催
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
孫
も
大
人
の
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
Ｋ
・
Ｓ
さ
ん
・
横
手
）

●
毎
月
市
報
よ
こ
て
を
楽
し
く
読

ん
で
い
ま
す
。
読
む
だ
け
で
は
な

く
、
は
が
き
を
出
す
こ
と
が
元
気

の
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。『
て
く

て
く
ん
と
行
く
！！
健
康
へ
の
道
』

の
コ
ー
ナ
ー
で
、
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

と
い
う
内
容
に
と
て
も
関
心
を
持

ち
ま
し
た
。
や
は
り
心
の
不
調
が

あ
る
と
体
に
も
悪
い
影
響
が
出
て

く
る
の
で
、
心
の
健
康
に
は
気
を

付
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
（
Ｋ
・
Ｏ
さ
ん
・
十
文
字
）

●
ブ
ド
ウ
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
は
種

あ
り
ブ
ド
ウ
が
苦
手
。
で
も
先
日

ス
ー
パ
ー
に
並
ん
で
い
た
ピ
カ
ピ

カ
の
十
文
字
産
の
キ
ャ
ン
ベ
ル
を

食
卓
に
出
し
た
ら
、
種
を
出
す
の

に
苦
労
し
な
が
ら
も
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。旬
の
味
、

地
元
の
味
を
大
切
に
し
て
育
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
Ｊ
．Ｋ
．さ
ん
・
大
雄
）

●
９
月
に
入
り
め
っ
き
り
涼
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
わ
が
家
に
は

栗
の
木
が
３
本
あ
り
ま
す
。
少
し

ダ
イ
エ
ッ
ト
し
な
く
て
は
と
思
う

の
で
す
が
、
渋
皮
煮
、
栗
ご
は
ん

な
ど
、
食
欲
の
秋
に
は
負
け
て
し

ま
い
ま
す
。
旬
の
も
の
を
い
た
だ

く
の
が
最
高
の
幸
福
で
す
‼

　
　
（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
十
文
字
）

●
お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　

市
へ
の
ご
意
見
や
市
報
の
感
想
な

ど
、
は
が
き
や
封
書
、
フ
ァ
ク
ス
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
受
け
付
け
で
き
ま
す
。

（
ペ
ー
ジ
Ｉ
Ｄ
１
０
０
３
８
０
５
）

　

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡

先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。（
市
報
掲
載

の
際
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル
を

希
望
す
る
方
は
、氏
名
の
後
に
記
入
）

〒
０
１
３-

８
６
０
１

横
手
市
中
央
町
８
番
２
号

横
手
市
役
所
秘
書
広
報
課

広
報
係
あ
て

３５-

２
２
２
１

※
紙
面
の
都
合
上
、
お
た
よ
り
の
内

容
を
編
集
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、

記
載
内
容
の
確
認
、
賞
品
発
送
の
目

的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

　横手産ホップ『IBUKI』を使ったおいしいク
ラフトビールが今年もできました。県内のクラ
フトブルワリーが醸造し、横手産ホップならで
はの爽やかな香りと奥深いうまみや苦みが楽し
めます。おたよりをお寄せいただいた方の中か
ら抽選で３名様にプレゼントします！
○提供
　よこてホッププロジェクト
○しめきり　１０月２５日（当日消印有効）

ホップ農家を、飲んで応援！
横手産ホップシリーズ２０２２

読者同士の交流や情報交換に、
いろいろな声をお寄せください。

よこて
２０２２.10

※賞品の発送をもって発表にかえさせていただきます。
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相 談
◎法律相談　※事前の予約が必要です。
電話での相談になる場合があります
７日（金）１０：００～１２：００ 場 横手卸センター
問 横手市社会福祉協議会☎３６―５３７７
１９日（水）１３：００～１５：３０ 場 市役所本庁舎
問 生活環境課☎３５―４０９９
２６日（水）１３：００～１５：３０ 場 担当弁護士の事
務所 問 生活環境課☎３５―４０９９
◎行政相談　※新型コロナウイルス感染
症の拡大状況により、中止となる場合が

あります
１１日（火）９：３０～１２：００ 場 増田庁舎
１７日（月）１０：００～１２：００ 場 雄物川庁舎
２２日（土）９：３０～１２：００ 場 大森コミュニティ
センター
２２日（土）１３：００～１５：００ 場 山内庁舎
２８日（金）１３：００～１５：００ 場 Ｙ２ぷらざ
問 生活環境課☎３５―４０９９
◎人権相談
１２・２６日（水）９：００～１２：００、１３：００～１６：００

場 条里南庁舎 問 生活環境課☎３５―４０９９
◎４９歳までの方の無料就職相談
６日（木）９：３０～１２：００ 場 山内公民館
１８日（火）９：３０～１２：００ 場 Ｙ２ぷらざ
問 秋田県南若者サポートステーションよ
こて☎23―5101
◎生活困窮、ひきこもり、自立支援等に関
する相談　※事前の予約をお願いします
毎週月曜～金曜９：００～１７：００
場 市役所本庁舎１階相談窓口

問 自立相談支援窓口☎３２―６１０１
◎年金相談　※事前の予約が必要です
毎週火曜９：３０～１２：００、１３：００～１５：0０
場 市役所本庁舎１階年金相談所
問 大曲年金事務所☎０１８７―６３―２２９６
◎消費生活相談　※当分の間、原則電話
で相談を受け付けします
毎週月曜～金曜９：００～１７：００
場 市役所本庁舎１階相談窓口
問 消費生活センター☎３２―２９１９

◎司法書士無料相談会　※事前の予約が
必要です。先着４人
１２日（水）１３：３０～１５：３０ 場 横手商工会館
問 秋田県司法書士会☎０１８―８２４―００５５

◎横手市サンハイムへ
㈱サンベンディング横手
秋田たすけあいネットあゆむ

横手市の情報はこちらからも！！

市ホームページ Facebook

LINE

横手かまくら
FM(77.4MHz）

MINEBA
アプリ

善

献

意

血

◎横手市サンハイムへ
㈱サンベンディング横手
秋田たすけあいネットあゆむ

場 場所　 問 問合せ

原則、全血４００㍉㍑の受付

日 受付時間 場所

７日
（金）

１０：００
　～１１：００

㈱西山製作所
秋田工場

１２：４５
　～１４：１５ 雄物川庁舎

１３日
（木）

１３：００
　～１６：００

第一生命保険㈱秋田支社
横手営業オフィス

１６日
（日）

　９：３０
　～１１：３０ よねや

ハッピーモール店１３：００
　～１６：００

１９日
（水）

１０：００
　～１１：３０

ＪＡ秋田ふるさと
本店

１３：１５
　～１６：００

協同組合
横手卸センター

１０ 月

イ
カ

ベ
レ

ト
ダ

ン
ン ー

ごみ分別アプリ

月 火 水

26先負

コレクション展『夏を見る』
▶～1０月２日、９：３０～、県立近代
美術館
『おおひなたごう画業３０周年記念
特別企画展』
▶～１０月１０日、10：0０～、増田まん
が美術館

27仏滅

『秋田蘭画の世界』
▶～1１月１３日、９：３０～、県立近代
美術館※１０月１７、１８日除く

28大安

3仏滅 4大安 5赤口

10大安　スポーツの日 11赤口 12先勝

17赤口

特設行政相談所を開設します
▶～２８日、詳細は１７ページ

18先勝 19友引

24先勝 25仏滅 26大安

31仏滅 1大安 2赤口

木 金 土 日

29赤口 30先勝 1友引

横手やきそば四天王決定戦２０２２
▶～２日、10：0０～、秋田ふるさと
村お祭り広場
オパール毛糸を使った手芸展
▶～23日、9：0０～、南部シルバー
エリア

2先負

第１４回増田『蔵の日』
▶９：００～１６：００、増田町中町ほか
第３１回横手マンドリンクラブ
定期演奏会
▶14：００～、秋田ふるさと村ドーム
劇場

6先勝 7友引 8先負

横手駅西口祭2022
▶～９日、1１：0０～、横手駅西口
広場
『鬼灯の冷徹全原画収蔵記念展
－第１期－』
▶～１１月１３日、10：0０～、増田まん
が美術館

9仏滅

13友引 14先負 15仏滅

秋田まるごと食の祭典
▶～１６日、10：0０～、秋田ふるさと
村ドーム劇場・お祭り広場
気まぐれ弾き語りコンサート
▶１０：３０～、Y２ぷらざオープンス
ペース

16大安

『よこいち。』フリーマーケット
▶１０：００～、Y２ぷらざオープンス
ペース

20先負 21仏滅

全国発酵食品サミットinよこて
▶～23日、秋田ふるさと村お祭
り広場、詳細は７ページ
よこて発酵テーリング
『秋の味覚DE乾杯！中央町』
▶詳細は14ページ

22大安

第24回Wリーグ（バスケットボー
ル女子日本リーグ）開幕戦
▶～２３日、雄物川体育館

23赤口

27赤口 28先勝 29友引

第６２回奥羽横断駅伝競走大会
▶～３０日、由利本荘～横手～西
和賀
第５４回よこて菊まつり
▶～１１月７日、９：３０～、秋田ふる
さと村

30先負

3先勝　文化の日 4友引 5先負 6仏滅

◎市税等の納期限です
市県民税３期
国民健康保険税４期
介護保険料４期
後期高齢者医療保険料４期
問合せ／収納課☎３２―２５１８

◎防災ラジオ試験放送日
　毎月第２水曜、１１：４５ころか
ら防災ラジオの試験放送を行
います。
問合せ／危機対策課☎３５―２１９５

応援ありがとうございます！！
　『ふるさと納税』
寄附金の受領状況
　２，０１９件／２５，９００，４７６円
令和４年度累計
　４，６１０件／６０，５７９，４７６円
問合せ／地域づくり支援課☎３５―２２６６

◎『雄物川の歴史と成瀬ダムをめぐるSDGs』参加者募集
日にち／10月２２日（土）、場所／成瀬頭首工、成瀬ダムほか
対象／東北地方の高校生・大学生世代
定員／４０人※要申込み
申込み・詳細／二次元コードをご確認ください
問合せ／特定非営利活動法人日本水フォーラム
☎03-5645-8040

◎社会保険労務士による『横手市出張相談室（無料）』のご案内
　人事・労務、雇用関係助成金などのご相談に応じます。
日時／10月７日・1２月２日（金）、13：30～16：30
場所／平鹿地域振興局庁舎会議室
申込期限／相談日前日まで電話で申し込み
申込み・問合せ／秋田働き方改革推進支援センター
☎0120-695-783　または　☎018-865-5335

◎健康づくりで明るい笑顔を『平鹿地域福祉健康まつり2022』
日時／１０月２４日（月）・２５日（火）、１０：００～１６：００
場所／平鹿町ゆとり館
内容／記念品プレゼント（先着100人×２日）、浴場無料開放、
健康チェックコーナー、食育クイズ（賞品あり）、料理レシピ提
供、劇団桜龍バラエティショー（入場制限100人×２日）
問合せ／平鹿市民サービス課☎２４―１１１４

８月分

掲載している情報は、９月１6日現在のものです。情勢により変更になる場合があります。

◎よこてイースト秋フェス
日時／１０月２日（日）1０：０0～1５：０0
場所／よこてイーストにぎわいひろば
内容／ハロウィン仮装コンテスト（賞品あり）、農産物販売、高
校生の体験学習、キクヲフェス・ハロウィンコンサートなど
問合せ／横手駅前商店街振興組合☎３８-８８５１

◎学用品おさがり交換会
日時／10月１６日（日）1０：０0～1４：０0
場所／南部男女共同参画センター
料金／無料
内容／①使い終わって３年程度の学用品を寄付してください
　　　②会場内の寄付品から必要品をお持ち帰りください
問合せ／学用品おさがりの会☎090-7320-1394

◎『法の日』無料法律相談会
日時／１０月１日（土）13：30～
16：30、場所／松與会館
内容／司法書士による無料相談
※事前予約不要
問合せ／秋田県司法書士会
☎018-824-0055

◎自分の強みを生かせる仕事を選ぶ！　職業適性診断in横手
日時／１１月１１日（金）1０：０0～1５：４５※要予約
場所／あきた就職活動支援センター南部サテライト
対象／44歳までの求職活動中の方、就職を希望する学生の方
※雇用保険の活動実績になります（受給資格者証を持参願います）
申込み・問合せ／あきた就職活動支援センター南部サテライト
☎35-6005

◎『秋の体力測定会』参加者
募集
日時／１０月８日（土）９：０0～
場所／横手体育館
対象／20～79歳
問合せ／横手体育館☎33-2102

◎『食・文化・芸能が大集合』
　横手駅西口祭2022
　10月８日（土）・９日（日）
　１１：00～16：00、横手駅西口広場
◎秋田まるごと食の祭典
　10月15日（土）・16日（日）※７㌻参照
◎よこて発酵テーリング
　10月21日（金）※１４㌻参照
◎全国発酵食品サミット
　10月21日（金）～２３日（日）※７㌻参照
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